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〈
表
紙
の
紹
介
〉

村
上

尚
徳

（
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
育
課
程
課
教
科
調
査
官
）

単
純
化
さ
れ
た
人
物
や
街
の
風
景
と
、
水
色
と
黄

色
を
基
調
に
し
た
控
え
め
な
色
遣
い
。
シ
ン
プ
ル
な

表
現
の
中
に
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
暖
か
さ
が
感
じ
ら
れ

る
作
品
で
す
。
絵
は
イ
メ
ー
ジ
や
心
を
伝
え
る
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
作
品
は
ま
さ
に
、
そ
の
言
葉
が

ぴ
っ
た
り
な
作
品
で
す
。

（
雑
誌
「
選
挙
」
平
成
18
年
12
月
号
か
ら
転
載
）

尾
脇
奈
緒
美
さ
ん

鹿
児
島
県
立
隼
人
工
業
高
等
学
校
２
年
（
受
賞
当
時
）

平成18年度�

C
O
N
T
E
N
T
S

ア
メ
リ
カ
の
政
治
学
者
カ
ー
ル
・
フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
は
、
ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
ユ

ダ
ヤ
人
で
、
ハ
イ
デ
ル
べ
ル
グ
大
学
で

博
士
号
を
取
得
後
、
二
十
歳
代
で
渡
米
。

進
ん
で
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
と
な
り
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
ハ
ー
バ
ー
ド

と
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
両
大
学
で
政
治
学

を
講
じ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
政
治
学
会

会
長
、
世
界
政
治
学
会
会
長
も
務
め
た

二
十
世
紀
を
代
表
す
る
政
治
学
者
の
一

人
で
す
。

彼
は
、
晩
年
に
著
し
た
『
政
治
の
病

理
学
』（
一
九
七
二
年
刊
行
）
の
中
で
、

「
腐
敗
に
対
し
て
は
常
に
警
戒
し
て
お
く

こ
と
が
重
要
」
と
し
た
上
で
、「
腐
敗
の

除
去
は
、
家
の
掃
除
と
同
じ
で
、
一
度

す
れ
ば
、
そ
れ
で
も
う
永
久
に
し
な
く

て
よ
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

腐
敗
を
減
じ
る
と
い
う
仕
事
は
、
終
わ

り
の
な
い
仕
事（
ネ
バ
ー
・
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
・
タ
ス
ク
）
な
の
だ
」
と
記
し
、
政

治
腐
敗
を
減
ら
す
こ
と
の
困
難
さ
を
強

調
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
除
去
へ
の
継

続
的
な
取
り
組
み
の
必
要
性
を
訴
え
て

い
ま
す
。

故
内
田
満
・
前
明
る
い
選
挙
推
進
協

会
会
長
は
、
よ
く
こ
の
言
葉
を
引
用
し
、

次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。

「
た
し
か
に
、
清
潔
で
健
康
な
生
活
の

た
め
に
毎
日
の
家
の
掃
除
は
不
可
欠
で

し
ょ
う
。
同
じ
よ
う
に
、
選
挙
の
浄
化

の
た
め
の
活
動
、
公
正
な
選
挙
の
実
現

を
目
指
す
活
動
も
、
健
全
な
選
挙
の
た

め
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
明
る
い
選
挙

を
進
め
る
不
断
の
努
力
が
な
け
れ
ば
、

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
健
康
が
保
て
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。」（「
私
た
ち
の

広
場
」
二
五
六
号
よ
り
）

明
る
い
選
挙
推
進
運
動
に
と
っ
て
、

バ
イ
ブ
ル
的
な
名
言
で
あ
る
。

カール・フリードリヒ
1901年生、1984年没
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名言の舞台 .......................................................................................................................................................... 3

特集 わが国の政治教育 ...................................................................................................................... 4

・選挙啓発と政治教育............................................................................................................. 4
宇都宮大学名誉教授
（財）明るい選挙推進協会副会長　津布楽喜代治

・小学校における政治・選挙教育への取り組み...................................................... 6
山形市立第5小学校教諭　小関明美

・中学校における政治・選挙教育への取り組み...................................................... 8
新潟市こども未来課指導主事　後藤雅彦

・高校における政治・選挙教育への取り組み........................................................ 10
芝浦工業大学柏中学高等学校教諭　杉浦正和

・小中高における政治・選挙学習の実態と課題................................................... 12
国立教育政策研究所総括研究官　谷田部玲生

海外トピックス アメリカ連邦議会の中間選挙......................................................... 15

イギリスのシティズンシップ教育〈第1回〉.................................................................... 16
西武文理大学教授　新井浅浩

行列のできる講座のつくり方〈第1回〉.............................................................................. 18
NPO法人男女共同参画おおた　牟田静香

事業紹介 講師招聘助成事業 ........................................................................................................ 21

施策紹介 改正教育基本法 .............................................................................................................. 22

絵本 リンカーン〈第1回〉............................................................................................................ 24

協会からのお知らせ ................................................................................................................................ 27



わが国の�
政治教育�
わが国の�
政治教育�

選
挙
啓
発
と
政
治
教
育

選
挙
啓
発
活
動

啓
発
活
動
の
特
徴

近
年
に
お
け
る
啓
発
活
動
に
は

三
つ
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
参
加
型
の
啓
発

活
動
で
あ
る
。
で
き
る
限
り
、
多
く
の
活
動
に
有
権
者

の
参
加
を
求
め
る
。
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
等
で
流
す
啓
発

コ
ピ
ー
づ
く
り
に
有
権
者
に
参
加
し
て
も
ら
う
。
投
票

立
会
人
と
し
て
新
成
人
の
参
加
を
促
す
。
街
頭
啓
発
活

動
に
若
い
人
が
参
加
し
若
い
人
に
呼
び
か
け
る
等
で
あ

る
。
二
つ
は
、
視
覚
に
訴
え
る
啓
発
活
動
で
あ
る
。
若

い
人
た
ち
は
視
覚
的
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
の
情
報
伝
達
が

日
常
的
で
あ
る
。
バ
ナ
ー
広
告
を
は
じ
め
と
し
て
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
た
啓
発
活
動
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
日
の

I
T
社
会
で
は
若
い
人
に
限
ら
ず
広
く
多
く
の
有
権
者

に
対
し
て
も
有
効
な
啓
発
方
法
で
あ
る
。
三
つ
は
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
の
研
修
で
あ
る
。
講
師
の
話
を
聞
く

だ
け
の
一
方
通
行
的
研
修
で
は
な
く
、
参
加
者
が
そ
の

知
識
・
経
験
・
専
門
性
を
生
か
し

て
話
し
合
い
、
相
互
に
交
流
し
、

仲
間
の
輪
を
広
げ
て
い
く
主
体

的
・
実
践
的
な
学
習
方
法
で
あ
り
、

つ
な
げ
て
広
げ
る
研
修
で
あ
る
。

若
い
力
と
投
票
の
質

そ
う
し

た
中
で
若
い
力
が
育
ち
つ
つ
あ

る
。
若
い
人
た
ち
に
よ
る
地
域
活

性
化
に
向
け
て
の
各
種
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
見
ら
れ
る
。

統
一
地
方
選
挙
で
は
若
い
人
が
自
ら
立
候
補
し
、
こ
れ

を
若
い
仲
間
が
支
え
て
い
る
。
日
常
の
選
挙
啓
発
活
動

に
お
い
て
も
、
学
生
を
含
む
選
挙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
る

い
は
選
挙
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
が
組
織
的
に
行
わ
れ
て

い
る
。
本
協
会
の
優
良
活
動
表
彰
に
お
い
て
も
若
い
人

た
ち
に
よ
る
魅
力
的
な
啓
発
活
動
・
学
習
活
動
が
各
地

に
見
ら
れ
た
。

し
か
し
、
全
体
と
し
て
は
投
票
率
の
低
下
が
続
い
て

い
る
。
私
た
ち
明
推
協
の
目
指
す
投
票
総
参
加
に
つ
い

て
、
二
つ
の
課
題
が
あ
る
。
一
つ
は
投
票
率
の
ア
ッ
プ

で
あ
り
、
二
つ
は
投
票
の
質
の
向
上
で
あ
る
。
時
代
の

流
れ
は
地
盤
・
看
板
・
鞄
の
三
バ
ン
型
選
挙
か
ら
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
型
選
挙
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。
候
補
者
・
政

党
の
主
義
主
張
・
政
策
を
し
っ
か
り
見
極
め
る
力
、
選

択
力
が
求
め
ら
れ
る
。
政
治
教
育
が
重
要
と
な
る
。

学
校
に
お
け
る
政
治
教
育

教
育
基
本
法
と
政
治
教
育

教
育
の
根
本
法
で
あ
る

教
育
基
本
法
は
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。「
①
良
識

あ
る
公
民
と
し
て
必
要
な
政
治
的
教
養
は
、
教
育
上
尊

重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
②
法
律
に
定
め
る
学
校

は
、
特
定
の
政
党
を
支
持
し
、
又
は
こ
れ
に
反
対
す
る

た
め
の
政
治
教
育
そ
の
他
政
治
的
活
動
を
し
て
は
な
ら

な
い
。」（
一
四
条
）。
改
正
前
（
旧
八
条
）
に
お
い
て
も

ほ
と
ん
ど
同
じ
く
規
定
さ
れ
て
い
た
。

良
識
あ
る
公
民
と
し
て
必
要
な
政
治
的
教
養
を
培
う

こ
と
が
政
治
教
育
で
あ
り
、
政
治
的
教
養
と
は
政
治
に

つ
い
て
の
知
識
・
能
力
・
態
度
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ

ば
、
政
治
に
対
す
る
理
解
力
、
公
正
な
判
断
力
と
批
判

力
、
そ
し
て
民
主
主
義
社
会
の
成
員
・
主
権
者
と
し
て

積
極
的
に
政
治
に
参
加
す
る
実
践
力
で
あ
る
。
公
民
教

育
、
市
民
教
育
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
（
本
誌
二
九

一
号
特
集
「
市
民
性
教
育
を
考
え
る
」
参
照
）。

こ
の
政
治
教
育
は
学
校
教
育
や
社
会
教
育
に
お
い
て

行
わ
れ
る
。
学
校
で
は
小
・
中
学
校
の
社
会
科
、
高
校

の
公
民
科
の
授
業
が
中
心
と
な
る
。
小
学
校
・
中
学
校

の
学
習
指
導
要
領
で
は
社
会
科
に
お
い
て
、
個
人
の
尊

厳
と
人
権
尊
重
、
国
民
主
権
と
政
治
の
働
き
、
議
会
制

民
主
主
義
と
国
民
の
政
治
参
加
・
選
挙
の
意
義
等
に
つ
い

て
、
考
え
る
力
と
態
度
を
育
て
る
と
し
て
い
る
。
同
じ
く

高
校
の
公
民
科
に
お
い
て
は
、
中
学
校
の
教
育
を
踏
ま

え
て
、
主
権
者
と
し
て
の
政
治
参
加
、
民
主
社
会
に
生
き

る
倫
理
、
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
役
割
等
に
つ
い

て
学
習
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
政
治
教
育
は

さ
ら
に
総
合
的
な
学
習
の
時
間
・
道
徳
・
特
別
活
動
（
学

級
活
動
・
児
童
生
徒
会
活
動
）な
ど
を
通
し
て
行
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
政
治
的
教
養

教
育
が
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
冷
戦
体
制
も

手
伝
っ
て
、
前
述
の
教
育
基
本
法
旧
八
条
二
項
に
定
め

る
政
治
的
中
立
性
の
原
則
が
強
調
さ
れ
、
政
治
教
育
・

政
治
問
題
の
学
習
は
十
分
と
は
い
え
な
い
傾
向
が
見
ら

れ
た
。
投
票
率
の
低
下
や
無
党
派
層
の
増
加
は
、
政
治

を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
だ
と
い
わ
れ

て
い
る
。
地
方
分
権
・
地
域
自
立
が
現
実
課
題
と
な
っ

て
い
る
と
き
、
政
治
教
育
の
充
実
が
改
め
て
必
要
と
さ

れ
る
。
そ
の
際
、
体
験
学
習
さ
ら
に
小
中
高
一
貫
教
育

の
視
点
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
の
教
育

政
治
的
教
養
教
育

と
い
う
と
き
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
藤
原
正
彦
著
『
国
家
の
品
格
』
は
こ
こ
し
ば

ら
く
話
題
の
書
と
な
り
、
品
格
は
昨
年
の
流
行
語
大
賞

に
も
選
ば
れ
た
が
、
藤
原
氏
は
こ
の
本
の
中
で
、
今
や

「
マ
ス
コ
ミ
が
第
一
権
力
に
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て

い
る
。
立
法
・
司
法
・
行
政
を
左
右
す
る
大
き
な
力
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
近
藤
孝
弘

氏
の
「
ド
イ
ツ
の
政
治
教
育
（
第
四
回
）」（
本
誌
二
九

二
号
）
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
の
小
学
校
向
け
の
教
科
書

で
は
第
四
の
権
力
と
し
て
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
取

り
扱
っ
て
い
る
と
い
う
。

そ
も
そ
も
、
大
衆
民
主
主
義
に
お
い
て
は
世
論
は
政

権
を
動
か
す
力
で
あ
り
、
政
治
家
は
世
論
に
敏
感
に
な

る
と
と
も
に
、
自
ら
の
情
報
を
意
識
的
に
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
を
通
し
て
流
す
。
私
た
ち
は
情
報
の
背
後
に
あ
る
考

え
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
冷
静
に
科
学
的
・
論
理
的
に
追
求

す
る
思
考
力
が
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
力
が
メ
デ
ィ

ア
リ
テ
ラ
シ
ー
で
あ
り
、
情
報
化
社
会
に
生
き
る
重
要

な
力
で
あ
る
。

な
お
、
個
が
情
報
の
受
発
信
の
主
体
と
な
る
I
T
社

会
・
多
メ
デ
ィ
ア
社
会
で
は
メ
デ
ィ
ア
は
次
々
と
瞬
時
的
な

絵
に
な
る
姿
を
追
い
求
め
、
報
道
と
娯
楽
が
混
在
す
る
傾

向
が
強
く
な
る
。
い
わ
ゆ
る
劇
場
型
の
政
治
・
選
挙
で
あ

り
、
有
権
者
の
冷
静
な
目
と
選
択
力
が
一
層
必
要
と
な
る
。

地
域
・
家
庭
に
お
け
る
政
治
教
育

前
述
の
よ
う
に
政
治
教
育
は
学
校
教
育
と
と
も
に
、

社
会
教
育
に
お
い
て
も
行
わ
れ
る
。
戦
後
、
公
民
館
等

を
中
心
に
青
年
団
・
女
性
団
体
が
担
い
手
と
な
っ
て
社

会
教
育
を
推
進
し
、
そ
こ
に
お
い
て
政
治
教
育
が
行
わ

れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
が
戦
後
民
主
主
義
と

選
挙
の
大
き
な
推
進
力
で
も
あ
っ
た
。
生
涯
学
習
社
会

の
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
き
、
公
民
館
等
で
の
地

域
に
根
ざ
し
た
政
治
教
育
の
推
進
が
考
え
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
社
会
教
育
の
本
質
は
自
主
性
・

自
立
性
に
あ
り
、
学
習
者
が
積
極
的
・
主
体
的
に
参
加

し
つ
つ
政
治
教
育
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

最
後
に
、
す
べ
て
の
教
育
の
出
発
点
で
あ
り
人
間
形

成
の
基
盤
を
な
す
家
庭
教
育
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
改
正
教
育
基
本
法
は
家
庭
教
育
に
つ
い
て
独
立

の
条
文
（
一
〇
条
）
を
設
け
て
そ
の
重
要
性
を
強
調
す

る
と
と
も
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
協
力
に
つ

い
て
も
規
定
し
た
（
一
三
条
）。
ア
メ
リ
カ
で
は
大
統

領
を
は
じ
め
政
治
家
が
気
軽
に
学
校
に
出
入
り
し
て
子

ど
も
た
ち
に
話
を
し
、
家
庭
で
は
政
治
家
の
主
張
や
政

策
を
理
解
す
る
力
を
育
て
る
と
い
う
。
学
校
・
家
庭
・

地
域
社
会
の
連
携
協
力
に
よ
る
具
体
的
・
実
践
的
な
政

治
教
育
が
期
待
さ
れ
る
が
、
明
推
協
は
こ
う
し
た
点
で

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
る
。

本誌では、1昨年のアメリカに引き続き、昨年はドイツの政治教育を連載で紹介してきました。

いずれも、義務教育の段階から、現実の政治に対する関心や理解を深め、情報収集力や判断力

を培う取り組みが積極的になされていました。ひるがえってわが国はどうでしょうか。学校教

育においては、社会の形成者として備えるべき政治教育がほとんどなされていないとの指摘も

見られます。今号では、その現状と課題を、色々な取り組み事例を紹介していただきながら、

考えてみたいと思います。

●プロフィール

つぶらきよじ

昭和4年生まれ。宇都宮大
学教育学部教授、同大学学
長を経て、現在同大学名誉
教授。昭和57年に栃木県
明るい選挙推進協議会委
員、平成8年同会長、平成
16年に明るい選挙推進協
会副会長に就任。
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進
協
会
副
会
長



わが国の�
政治教育�
わが国の�
政治教育�

7 6294号●2007.5

小
学
校
に
お
け
る

政
治
・
選
挙
教
育
へ
の
取
り
組
み

山
形
市
立
第
五
小
学
校
教
諭
　

小
関
明
美

選
挙
の
授
業
で
政
治
へ
の
関
心
を

小
学
校
で
は
、
六
年
生
の
後
半
に
政
治
学
習
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
歴
史
学
習
で
は
生
き
生
き

と
考
え
調
べ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
、
政
治
学
習
に

入
る
と
急
に
意
欲
を
示
さ
な
く
な
る
こ
と
が
多
い
。

そ
の
原
因
に
つ
い
て
、
子
ど
も
た
ち
は
、「
政
治
は

大
人
が
す
る
こ
と
だ
か
ら
、
僕
た
ち
に
は
関
係
な
い

よ
」「
言
葉
や
決
ま
り
が
難
し
く
て
よ
く
分
か
ら
な

い
」「
覚
え
る
こ
と
ば
か
り
で
、
考
え
た
り
調
べ
た

り
す
る
こ
と
が
少
な
く
て
、
つ
ま
ら
な
い
」
と
い
う

場
合
が
多
い
。

現
在
、
投
票
率
の
低
下
や
政
治
へ
の
無
関
心
な
ど
、

大
人
の
政
治
離
れ
が
し
ば
し
ば
問
題
と
な
る
。
し
か

し
、
政
治
は
、
す
べ
て
の
国

民
に
と
っ
て
自
分
た
ち
の
暮

ら
し
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め

に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ

り
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

も
無
関
係
な
も
の
で
は
な
い
。

国
や
県
や
市
町
村
の
政
治
を
担
う
人
た
ち
が
「
議

員
」
で
あ
り
、
こ
の
議
員
を
選
ぶ
の
が
私
た
ち
国
民

に
よ
る
選
挙
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
国
や
県
や
市
の
政

治
を
行
う
議
員
を
選
ぶ
「
選
挙
」
に
関
す
る
興
味
を

持
た
せ
る
こ
と
が
政
治
に
関
心
を
持
た
せ
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
考
え
、
選
挙
の
授
業
に
取
り
組
ん
だ
。

ど
の
よ
う
に
「
選
挙
」
に
学
習
を
つ
な
げ
て
い
く

か
考
え
、
下
図
の
よ
う
な
学
習
計
画
を
考
え
た
。

授
業
の
実
際

授
業
は
次
頁
の
「
一
枚
の
絵
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
。
選
挙
投
票
所
の
様
子
を
表
し
た
、
ご
く
普
通
の

当
た
り
前
の
絵
で
あ
る
。
難
し
い
政
治
の
内
容
や
選

挙
を
学
習
す
る
の
に
、
難
し
く
迫
っ
た
ら
、
子
ど
も

は
興
味
も
関
心
も
わ
か
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
た
。
授

業
が
始
ま
り
「
一
枚
の
絵
」
を
提
示
し
た
時
、
驚
い

た
。
子
ど
も
達
の
目
が
輝
き
始
め
た
の
で
あ
る
。

子
ど
も
達
は
、
気
づ
い
た
こ
と
や
わ
か
ら
な
い
こ

と
を
た
く
さ
ん
書
い
て
く
れ
た
。
話
し
合
い
が
始
ま

り
気
づ
い
た
こ
と
を
発
表
す
る
中
で
、
選
挙
の
様
子

が
鮮
明
に
捉
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
様
子
が
鮮
明
に
な

る
と
「
わ
か
ら
な
い
こ
と
」
も
鮮
明
に
な
っ
て
き
た
。

・
立
会
人
は
ど
ん
な
仕
事
か
、
誰
が
す
る
の
か
。

・
受
付
に
四
人
も
い
る
の
は
ど
う
し
て
か
。

・
書
く
所
で
「
し
き
り
」
が
あ
る
の
は
ど
う
し
て
か
。

・
一
つ
だ
け
、
離
れ
て
書
く
所
は
何
か
。

・
壁
に
書
か
れ
て
い
る
の
は
何
か
。

・
ど
う
し
て
投
票
箱
は
一
つ
し
か
な
い
の
か
。

・
手
や
目
な
ど
が
不
自
由
な
人
は
ど
の
よ
う
に
し
て

投
票
す
る
の
か
。

そ
の
他
に
も
、
時
間
の
こ
と
や
入
場
券
を
な
く
し

た
場
合
や
、
期
日
前
投
票
に
関
す
る
「
問
い
」
も
出

さ
れ
た
。

子
ど
も
は
、

本
当
に
物
事
を

素
直
に
捉
え
る

し
、
わ
か
ら
な

い
こ
と
を
素
直

に
表
現
す

る
と
改
め

て
思
っ
た
。

選
挙
の
「
厳

し
さ
」
と

「
で
き
る

だ
け
多
く

の
人
に
投
票
し
て
も
ら
い
た
い
努
力
と
工
夫
」
を
捉

え
る
こ
と
に
つ
な
が
る「
問
い
」
が
出
さ
れ
た
こ
と
が

う
れ
し
か
っ
た
。

授
業
に
、
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
の
方
も
お
呼
び

し
て
い
た
の
で
、
問
い
の
中
か
ら
、
立
会
人
の
こ
と

を
お
聞
き
し
た
。
立
会
人
は
、
市
役
所
の
選
挙
管
理

委
員
会
の
人
が
選
挙
権
の
あ
る
人
か
ら
選
ぶ
こ
と
や

選
挙
が
厳
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
見
届
け
る
仕
事
を

す
る
こ
と
な
ど
を
話
し
て
く
れ
た
。

授
業
後
、
子
ど
も
た
ち
は
問
い
へ
の
答
え
を
追
求

し
た
。

調
べ
て
い
く
中
で
、
な
ぜ
投
票
率
が
下
が
っ
て
き

た
の
か
、
投
票
率
を
上
げ
る
た
め
に
選
挙
の
仕
事
に

携
わ
る
人
が
ど
ん
な
努
力
と
工
夫
を
し
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。「
責
任
を
持

っ
て
人
を
選
ぶ
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
は
当
事
者
に

な
ら
な
い
限
り
実
感
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
が
、「
選

挙
は
大
切
だ
！
　
自
分
は
必
ず
選
挙
に
行
く
ぞ
！
」

と
い
う
思
い
は
強
く
し
て
く
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
感
想

「
選
挙
の
学
習
を
し
て
政
治
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

授
業
で
み
ん
な
と
語
り
合
っ
た
り
、
選
挙
管
理
委
員

会
の
人
や
地
域
の
人
か
ら
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て

も
ら
っ
た
こ
と
が
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
投
票
率
を
見
て
、『
な
ん
で
？
』
と
が
っ
か
り

し
た
。
投
票
所
で
は
い
ろ
ん
な
工
夫
を
し
て
い
る
の

に
、
ど
う
し
て
無
関
心
な
人
が
い
る
ん
だ
ろ
う
。
同

点
の
場
合
、
再
投
票
と
思
っ
た
の
に
、『
く
じ
』
で

決
め
る
の
に
は
驚
い
た
。『
選
挙
は
自
分
に
は
関
係

な
い
』
と
い
う
大
人
だ
け
に
は
な
り
た
く
な
い
と
思

っ
た
。」

こ
れ
は
、
授
業
終
了
後
の
子
ど
も
の
感
想
で
あ
る
。

選
挙
の
言
葉
は
知
っ
て
い
て
も
選
挙
の
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
わ
か
ら
な
い
子
ど
も
達
で
あ
っ
た
。
現
在
、
小

学
校
で
は
学
級
委
員
長
や
児
童
会
長
な
ど
の
児
童
会

役
員
を
決
め
る
選
挙
も
な
い
の
で
、「
責
任
を
持
っ

て
人
を
選
ぶ
」
と
い
う
こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と
な
の

か
、
こ
の
授
業
を
通
し
て
そ
の
子
な
り
に
考
え
て
も

ら
え
れ
ば
と
思
っ
た
。

お
わ
り
に

「
責
任
を
持
っ
て
人
を
選
ぶ
と
い
う
選
挙
」
の
社
会

的
意
味
を
認
識
し
て
い
く
最
初
の
授
業
と
し
て
は
効

果
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
い
る
。
こ

れ
が
契
機
と
な
り
、
地
域
や
日
本
で
行
わ
れ
る
選
挙
、

身
近
に
い
る
議
員
の
仕
事
、
国
や
地
方
の
政
治
に
だ

ん
だ
ん
と
関
心
を
持
ち
、
そ
の
中
で
の
自
分
の
生
き

方
を
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
人
間
に
な
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

政治・選挙教育の授業

県選挙管理委員会の説明

学習計画�

単元：わたしたちの願いを実現する政治（10時間）�

（1）生涯学習センターができるまで（3時間）�

（2）市議会について学区の議員さんにインタビュー。（1時間）�

（3）税金の使われ方を調べる。（2時間）�

（4）選挙について考える。（4時間）�

①1枚の絵から、選挙に対する子どもの興味関心を喚起する。�

②わからないことを調べ、話し合い、まとめる。�

　・お家の人、町内会の役員、議員、選挙管理委員会の人等�

③選挙を自分の問題として考え、政治への関心を持つ。�

願い� 市議会�
計画・実施�

（計画案・予想案）�
完成�

市議会のことをもっと知りたい� 議会について考えよう� 選挙について考えよう�

他に、市議会では�
どのようなことが話し合われるのか�

お金はどこから�
出るのかな？�

このようなことを決める議員は�
どのようにして選ぶのかな？�

●プロフィール

こぜきあけみ

山形県公立小学校教
諭。6年政治の授業を
機に、小学校における
選挙啓発授業に取り組
み、19年3月には、山
形市立第五小学校、山
形県選管および山形県
明推協が作成した、
「選挙啓発授業報告書」
の作成に参画。
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中
学
校
に
お
け
る

政
治
・
選
挙
教
育
へ
の
取
り
組
み

新
潟
市
こ
ど
も
未
来
課
指
導
主
事
　

後
藤
雅
彦

社
会
科
の
授
業
を
変
え
た
い
、
心
か
ら
…

私
が
中
学
校
の
社
会
科
授
業
の
中
で
初
め
て
「
模

擬
投
票
」
を
試
み
た
の
は
、
今
か
ら
十
一
年
前
の
平

成
八
年
一
〇
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
年
、
市
議
会

の
傍
聴
に
生
徒
を
連
れ
て
行
っ
た
。
毎
度
カ
タ
イ
？

政
治
や
選
挙
の
話
は
し
た
く
な
い
。
何
か
教
室
を
出

ら
れ
る
よ
う
な
変
化
が
ほ
し
く
、
日
程
を
や
り
繰
り

し
て
、
三
学
年
全
て
（
そ
れ
で
も
三
ク
ラ
ス
だ
が
）

に
答
弁
し
て
い
る
実
際
を
見
せ
た
。

さ
て
、
傍
聴
の
次
は
…
と
思
案
中
の
と
き
、
正
に

衆
議
院
の
解
散
が
、
政
治
日
程
に
浮
上
し
て
き
た
の

で
あ
る
。
日
頃
か
ら
社
会
科
な
の
に
、
世
の
中
の
出

来
事
や
動
き
と
関
わ
っ
た
授
業
に
な
っ
て
い
な
い
の

を
苦
々
し
く
思
っ
て
い
た

し
、
ま
た
、
当
時
授
業
に

関
わ
っ
て
印
象
に
残
っ
て

い
た
の
は
、
基
地
問
題
を

め
ぐ
っ
て
、
沖
縄
の
生
徒

が
「
模
擬
投
票
」
を
し
た

こ
と
だ
っ
た
。
投
票
を
通
し
て
社
会
参
加
を
し
た
姿

が
大
人
っ
ぽ
く
映
っ
て
い
た
。

い
ま
か
ら
振
り
返
る
と
、
こ
う
し
た
下
地
の
中
に
、

例
の
解
散
選
挙
が
入
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。「
あ
っ
、

こ
れ
を
授
業
に
取
り
入
れ
て
み
よ
う
！
」、
そ
の
ニ

ュ
ー
ス
は
、
一
瞬
に
し
て
自
分
の
中
で
「
模
擬
投
票
」

に
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

初
め
て
取
り
組
ん
だ
模
擬
投
票
は

こ
う
し
た
き
っ
か
け
に
よ
り
、
教
室
で
生
徒
が
投

票
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
教
科
書
を
使
っ
た
選
挙
や

政
党
の
仕
組
み
を
学
習
し
た
上
で
、
さ
ら
に
選
挙
区

の
政
党
の
公
約
や
立
候
補
者
の
主
張
を
調
べ
さ
せ
て

投
票
に
臨
ま
せ
た
。

授
業
後
の
生
徒
の
感
想
を
紹
介
す
る
と
、「
そ
れ

ま
で
私
は
、
選
挙
に
関
心
が
な
か
っ
た
。
た
だ
選
挙

は
紙
に
人
や
党
の
名
前
を
書
い
て
投
票
す
れ
ば
い
い

と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
代
表
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と

は
、
今
後
の
日
本
を
ど
う
変
え
る
か
と
い
う
大
事
な

こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
私
は
、
選
挙
と
い
う
も
の

を
甘
く
見
て
い
た
と
思
う
」「
実
際
に
自
分
が
投
票

す
る
立
場
に
な
る
と
、
選
挙
は
有
権
者
に
よ
っ
て
左

右
さ
れ
る
ん
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
将
来
、
有
権
者

に
な
っ
た
と
き
、
そ
の
権
利
を
無
駄
に
し
て
は
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
」
な
ど
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
全
員
が
毎
回
授
業
の
度
に
、
こ
ん
な

前
向
き
な
受
け
止
め
方
ば
か
り
を
し
た
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
真
摯
な
態
度
に
ふ
れ
て
考
え
さ

せ
ら
れ
る
の
は
、
授
業
者
で
あ
る
私
自
身
で
あ
り
、

も
っ
と
い
え
ば
、
い
ま
の
有
権
者
へ
の
痛
烈
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
し
て
い
る
と
受
け
止
め
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
子
ど
も
に
教
え
ら
れ
る
の
が
政
治
教
育
で
も
あ

る
。

政
治
的
関
心
も
調
べ
て
い
く
と

さ
て
、
こ
う
し
て
国
政
選
挙
と
同
時
開
催
の
「
模

擬
投
票
」
と
の
つ
き
あ
い
が
始
ま
っ
た
の
だ
が
、
社

会
科
の
授
業
と
結
び
付
け
、
あ
く
ま
で
政
治
学
習
の

一
環
と
し
て
の
ス
タ
イ
ル
は
そ
の
後
も
変
え
な
か
っ

た
。
ま
た
、
投
票
前
後
に
わ
た
り
、
生
徒
の
政
治
的

関
心
の
変
化
も
、
そ
の
つ
ど
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
計
し

分
析
し
て
き
た
。

「
模
擬
投
票
」
前
の
生
徒
の
実
態
（
平
成
一
〇
年
、

中
学
三
年
生
三
ク
ラ
ス
九
四
人
）
は
、「
あ
な
た
は

政
治
に
関
心
が
あ
る
ほ
う
で
す
か
」
と
い
う
ア
ン
ケ

ー
ト
の
問
に
対
し
て
は
、
「
あ
る→

一
〇
人
﹇
一

〇
・
六
％
﹈
な
い→

七
九
人
﹇
八
四
・
〇
％
﹈」、
ま

た
「
ま
も
な
く
参
議
院
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

あ
な
た
は
関
心
が
あ
り
ま
す
か
」
と
い
う
問
に
対
し

て
は
、「
あ
る→

五
人
﹇
五
・
三
％
﹈
な
い→

八
六

人
﹇
九
一
・
五
％
﹈」
と
い
う
よ
う
に
、
生
徒
の
政

治
や
選
挙
に
つ
い
て
の
関
心
が
低
い
中
で
「
模
擬
投

票
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

こ
れ
が
「
模
擬
投
票
」
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
五
年
後
、
あ
な
た
は
選
挙
権
を
持
つ
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
と
き
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
と
し
て
実
際

に
投
票
し
ま
す
か
」
の
問
に
対
し
て
、

「
必
ず
す
る
」
学
習
前
五
人
﹇
五
・
三
％
﹈→

学
習

後
一
九
人
﹇
一
九
・
六
％
﹈

「
た
ぶ
ん
す
る
」
学
習
前
四
八
人
﹇
五
一
・
一
％
﹈

→

学
習
後
四
七
人
﹇
四
八
・
五
％
﹈

「
た
ぶ
ん
し
な
い
」
学
習
前
一
〇
人
﹇
一
〇
・
六
％
﹈

→

学
習
後
九
人
﹇
九
・
三
％
﹈

「
必
ず
し
な
い
」
学
習
前
四
人
﹇
四
・
三
％
﹈→

学

習
後
四
人
﹇
四
・
三
％
﹈

「
わ
か
ら
な
い
」
学
習
前
二
四
人
﹇
二
五
・
五
％
﹈

→

学
習
後
一
一
人
﹇
一
一
・
一
％
﹈

と
な
っ
て
お
り
、
全
員
で
は
な
い
が
参
加
意
欲
の
高

ま
り
を
示
し
て
い
た
。

ま
た
、
あ
る
と
き
は
有
権
者
が
回
答
し
た
全
国
世

論
調
査
結
果
と
、
生
徒
（
平
成
十
二
年
、
中
学
三
年

生
六
ク
ラ
ス
二
〇
九
人
）
と
の
実
態
を
比
較
し
て
み

た
。

「
政
治
家
と
い
う
言
葉
か
ら
、
ど
ん
な
印
象
を
受
け

ま
す
か
」
と
い
う
問
に
対
し
て
、「
あ
て
に
な
ら
な

い
」
が
世
論
調
査→

四
五
％
、
生
徒→

四
四
％
、

「
あ
な
た
は
、
日
本
の
政
治
家
を
、
ど
の
程
度
信
頼

し
て
い
ま
す
か
」
と
の
問
に
は
、「
あ
ま
り
信
頼
し

て
い
な
い
」
が
世
論
調
査
五
四
％
、
生
徒
五
九
％
と

な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
政
治
や
政
治
家
に
対
す
る
信
頼
感

が
、
大
人
の
有
権
者
と
生
徒
の
間
で
は
差
異
が
見
ら

れ
な
か
っ
た
。

お
そ
ら
く
こ
う
し
た
事
態
は
、
新
潟
市
だ
け
で
な

く
、
い
ま
の
若
者
や
大
人
も
変
わ
っ
て
は
い
な
い
だ

ろ
う
。
そ
し
て
、
若
者
の
政
治
的
無
関
心
だ
け
を
責

め
る
論
調
が
、
い
か
に
間
違
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ

と
も
わ
か
る
と
い
う
も
の
だ
。

平
成
一
五
年
、
国
政
選
挙
は
初
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

が
示
さ
れ
た
。
上
の
写
真
は
、
そ
の
と
き
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
中
心
に
政
党
間
を
比
較
さ
せ
て
一
票
に
臨

ん
だ
風
景
で
あ
る
。

投
票
箱
も
記
載
台
も
、
新
潟
市
選
挙
管
理
委
員
会

の
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
実
際
の
選
挙
の
と
き
と
同
じ

も
の
を
使
用
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
翌
年
こ
こ
に
写
っ
て
い
る
生
徒
が
高
校

一
年
生
に
な
っ
て
国
政
選
挙
が
あ
っ
た
折
に
、
あ
る

ク
ラ
ス
の
卒
業
生
に
模
擬
投
票
に
つ
い
て
聞
い
て
み

た
。
そ
の
際
、「
あ
の
と
き
あ
の
授
業
を
し
な
か
っ

た
ら
、
政
治
に
対
す
る
関
心
を
持
た
な
い
ま
ま
だ
っ

た
と
思
う
」
と
答
え
た
生
徒
の
言
葉
が
、
い
ま
も
印

象
に
残
っ
て
い
る
。

政
治
教
育
に
大
切
な
こ
と
は

政
治
教
育
が
ぶ
つ
か
る
問
題
と
し
て
、「
教
育
二

法
」（
い
わ
ゆ
る
教
育
の
「
政
治
的
中
立
」
の
確
保

等
を
定
め
た
関
連
法
）
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
い
わ

ゆ
る
「
冷
戦
期
の
遺
産
」
と
し
て
、
戦
後
教
育
が
脱

政
治
化
し
て
い
く
言
説
を
生
み
出
し
た
。
し
か
し
、

大
切
な
こ
と
は
「
政
治
的
中
立
」
の
意
味
を
正
し
く

理
解
す
る
こ
と
で
あ
り
、
今
は
こ
う
し
た
中
学
校
現

場
に
お
い
て
も
、
政
治
的
な
教
育
を
タ
ブ
ー
視
す
る

時
代
で
は
な
く
、
そ
の
実
践
が
十
分
可
能
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
よ
う
な
生
徒
が
残
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
向
き
合
い
、
そ
れ
ら
に
き
ち
ん
と
答
え
を

返
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「マニフェスト選挙に臨む」（新潟日報社提供）

●プロフィール

ごとうまさひこ

昭和36年生まれ。東京
都渋谷区役所から転
職、平成3年から新潟
県公立中学校教諭。平
成18年から新潟市教育
委員会指導主事。今春
からこども未来課へ。
「政治教育」をテーマに、
現在、新潟大学大学院
後期博士課程在学中。
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高
校
に
お
け
る

政
治
・
選
挙
教
育
へ
の
取
り
組
み

芝
浦
工
業
大
学
柏
中
学
高
等
学
校
教
諭
　

杉
浦
正
和

社
会
問
題
に
積
極
的
に
関
わ
る
デ
ィ
ベ
ー
ト

社
会
科
は
、
青
年
が
社
会
参
加
し
た
と
き
に
生
き

る
力
を
育
て
る
教
科
で
あ
る
。
特
に
高
校
で
は
、
現

代
社
会
の
諸
問
題
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

時
事
問
題
に
つ
い
て
生
徒
が
明
確
な
意
見
を
も
つ
こ

と
を
目
標
と
し
て
き
た
。
中
核
に
す
え
て
き
た
の
が

デ
ィ
ベ
ー
ト
と
い
う
、
現
実
の
論
争
テ
ー
マ
を
と
り

あ
げ
る
討
論
学
習
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
、
生
徒
が

肯
定
と
否
定
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
決
め
ら
れ
た
立

場
で
準
備
を
し
、
授
業
で
は
一
定
の
ル
ー
ル
に
従
っ

て
勝
ち
負
け
の
決
ま
る
試
合
と
し
て
討
論
す
る
こ
と

で
あ
る
。
本
校
で
は
、
高
一
の
「
現
代
社
会
」
と
い

う
科
目
で
年
一
六
回
行
わ
れ
、
各
生
徒
は
四
回
討
論

に
参
加
し
、
そ
れ
以
外

で
は
討
論
を
審
査
す
る

側
に
な
る
。
討
論
チ
ー

ム
に
な
る
と
準
備
が
大

変
な
の
だ
が
、
生
徒
た

ち
は
難
し
い
社
会
問
題

の
討
論
を
と
て
も
楽
し
ん
で
い
る
。
青
年
の
社
会
的

関
心
が
低
い
と
い
わ
れ
る
が
、
実
は
青
年
が
と
て
も

討
論
好
き
な
こ
と
が
デ
ィ
ベ
ー
ト
で
わ
か
る
。
問
題

は
、
そ
う
し
た
場
と
機
会
が
与
え
ら
れ
る
か
ど
う
か

で
あ
る
。

様
々
な
問
題
に
関
す
る
政
策
論
争
な
の
で
、
デ
ィ

ベ
ー
ト
は
、
現
実
問
題
へ
の
意
見
を
も
つ
こ
と
と
民

主
政
治
に
お
け
る
論
争
の
意
義
を
学
ぶ
と
い
う
、
二

つ
の
意
義
を
も
つ
政
治
教
育
で
あ
る
。
さ
ら
に
デ
ィ

ベ
ー
ト
が
画
期
的
な
の
は
、
教
師
や
生
徒
が
特
定
方

向
を
志
向
せ
ず
に
、
各
生
徒
の
意
志
決
定
が
自
由
な

の
で
、
本
質
的
に
政
治
的
中
立
性
を
保
て
る
こ
と
で

あ
る
。
生
徒
は
、
対
立
す
る
立
場
が
そ
れ
ぞ
れ
説
得

力
を
も
つ
こ
と
を
実
感
し
、
両
者
の
意
見
を
聞
い
て

自
分
の
立
場
を
決
め
る
。
デ
ィ
ベ
ー
ト
は
、
対
立
す

る
立
場
の
言
い
分
と
違
い
を
明
確
に
す
る
た
め
、
生

徒
レ
ベ
ル
の
討
論
に
よ
っ
て
関
心
を
引
き
出
す
教
育

的
仕
掛
け
な
の
で
あ
る
。

デ
ィ
ベ
ー
ト
は
ノ
ウ
ハ
ウ
を
覚
え
て
し
ま
え
ば
難

し
く
な
い
が
、
普
通
の
講
義
式
授
業
と
比
べ
る
と
簡

単
と
は
い
え
な
い
。
討
論
が
盛
り
上
が
る
テ
ー
マ
選

び
や
論
争
を
理
解
で
き
る
基
礎
知
識
を
教
え
る
こ

と
、
事
前
の
討
論
準
備
の
指
導
な
ど
講
義
式
授
業
よ

り
面
倒
な
こ
と
が
多
々
あ
る
。
一
時
の
ブ
ー
ム
が
去

る
と
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
授
業
で
取
り
入
れ
る
教
師
は

徐
々
に
減
っ
て
い
る
よ
う
な
の
が
残
念
で
あ
る
。
そ

れ
で
も
、
目
の
前
の
生
徒
が
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
楽
し
み
、

現
実
の
社
会
問
題
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
る
こ
と
は

大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
き
な
弱
点
が

あ
る
こ
と
に
最
近
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。

高
校
時
代
か
ら
始
ま
る
青
年
の
低
投
票
率

高
校
生
の
社
会
認
識
調
査
に
関
わ
っ
て
選
挙
へ
の

参
加
意
欲
を
分
析
す
る
と
、
高
一
か
ら
高
三
に
な
る

に
つ
れ
て
投
票
意
欲
が
下
が
る
と
い
う
結
果
が
出

た
。
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
の
で
、
翌
年
、
他

の
調
査
に
関
わ
っ
て
、
選
挙
に
行
く
理
由
や
行
か
な

い
理
由
を
調
べ
た
。
す
る
と
、
行
か
な
い
理
由
は
、

政
治
を
信
用
で
き
な
い
が
ト
ッ
プ
で
二
六
％
、
支
持

で
き
る
党
が
な
い
二
一
％
、
政
治
に
関
心
が
な
い
一

九
％
。
行
く
理
由
は
、
国
民
の
権
利
で
あ
り
義
務
で

も
あ
る
三
六
％
、
生
活
に
関
係
す
る
一
六
％
、
政
治

を
変
え
ら
れ
る
一
五
％
で
あ
っ
た
。

青
年
の
低
投
票
率
の
最
大
原
因
が
、
政
治
に
関
心

が
な
い
の
で
は
な
く
て
、
政
治
不
信
で
あ
る
と
気
づ

い
た
の
で
あ
る
。
大
き
な
責
任
が
学
校
教
育
に
あ
る

と
考
え
た
。
政
治
的
関
心
が
高
く
て
も
政
治
不
信
の

強
い
者
が
選
挙
へ
の
参
加
意
欲
は
低
い
の
で
あ
れ

ば
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
だ
け
で
は
重
要
な
政
治
過
程
で
あ

る
選
挙
に
関
心
を
も
た
せ
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

模
擬
投
票
に
よ
る
関
わ
り
が
関
心
を
引
き
出
す

問
題
点
が
見
え
た
と
き
に
、
答
は
す
ぐ
に
気
づ
い

た
。
模
擬
投
票
で
あ
る
。
授
業
の
流
れ
と
現
実
の
選

挙
が
重
な
っ
た
と
き
に
模
擬
投
票
を
授
業
で
や
っ
た

が
、
そ
れ
以
上
の
問
題
意
識
が
な
か
っ
た
。
選
挙
へ

の
参
加
意
欲
は
特
別
の
仕
掛
け
が
必
要
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
と
、
模
擬
投
票
は
授
業
だ
け
で
な
く
学
校

の
行
事
と
し
て
行
う
べ
き
だ
ろ
う
と
考
え
た
。

そ
ん
な
と
き
、
平
成
一
五
年
秋
に
衆
議
院
選
挙
が

行
わ
れ
る
と
い
う
状
況
に
な
っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ラ
イ
ツ

か
ら
の
呼
び
か

け
を
受
け
て
、

学
校
長
や
社
会

科
教
員
、
生
徒

会
役
員
に
学
校

全
体
で
の
模
擬

投
票
を
働
き
か

け
た
。
投
票
場

所
を
ど
こ
に
す

べ
き
か
な
ど
悩

む
こ
と
も
多
か

っ
た
が
、
意
外

な
ほ
ど
み
ん
な
が
協
力
的
で
準
備
が
順
調
に
進
ん

だ
。放

課
後
に
昇
降
口
で
生
徒
会
役
員
が
受
け
付
け
、

投
票
は
行
わ
れ
た
。
投
票
率
は
六
〇
％
に
達
し
、
中

三
か
ら
高
三
ま
で
が
参
加
し
た
日
本
初
の
学
校
模
擬

投
票
が
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
社
会
科
通
信
を
ず
っ

と
発
行
し
て
い
た
の
で
、
模
擬
投
票
特
集
号
と
し
て

広
報
に
役
立
て
た
。

こ
う
し
て
、
そ
の
後
本
物
の
投
票
箱
ま
で
買
っ
て
、

社
会
科
教
員
の
協
力
の
も
と
、
生
徒
会
主
催
行
事
と

し
て
参
院
選
や
県
知
事
選
、
衆
院
選
と
四
回
実
施
し

た（
国
政
選
挙
は
比
例
代
表
の
み
）。
対
象
生
徒
は
中

三
か
ら
中
一
ま
で
広
が
り
、
中
高
生
全
員
が
模
擬
投

票
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
社
会
科
通
信
で
政

策
一
覧
表
も
配
付
す
る
の
で
、
ま
じ
め
な
生
徒
は
熱

心
に
研
究
し
て
投
票
す
る
。

最
初
は
、
生
徒
が
変
な
選
挙
運
動
を
始
め
た
り
、

ま
じ
め
に
考
え
ず
に
投
票
し
た
り
す
る
こ
と
を
心
配

し
た
が
、
行
事
と
し
て
定
着
し
て
き
わ
め
て
自
然
な

も
の
と
見
え
て
き
た
。
中
学
生
も
高
校
生
も
、
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
や
選
挙
公
報
を
見
な
が
ら
、
そ
れ
な
り
に

真
剣
に
政
党
を
選
ぶ
の
で
あ
る
。
投
票
箱
に
投
票
用

紙
を
入
れ
る
と
き
は
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
。
ち
ょ
っ

と
大
人
に
な
っ
た
気
分
が
す
る
か
ら
だ
ろ
う
。
感
想

に
は
、
国
民
の
一
人
に
な
っ
た
気
が
す
る
と
書
く
者

が
何
人
も
い
た
。
投
票
結
果
は
実
際
と
大
差
な
い
。

マ
ス
コ
ミ
に
強
く
影
響
さ
れ
る
と
い
え
な
く
も
な
い

が
、
そ
の
影
響
の
仕
方
に
大
人
と
真
面
目
な
子
供
の

間
に
大
き
な
差
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

本
気
に
な
っ
て
投
票
す
る
生
徒

放
課
後
に
投
票
を
受
け
付
け
る
の
で
、
部
活
な
ど

が
忙
し
い
と
投
票
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
し
、
無
視

し
て
通
り
す
ぎ
る
生
徒
も
い
る
こ
と
は
い
る
。
し
か

し
、
次
の
よ
う
な
感
想
を
寄
せ
る
高
一
女
子
が
い
た
。

「
自
分
の
一
票
が
日
本
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な

る
と
思
っ
た
ら
、
す
ご
く
そ
の
一
票
が
重
く
感
じ
ら

れ
て
、
模
擬
な
の
に
少
し
緊
張
し
ま
し
た
。
箱
に
入

れ
る
瞬
間
が
楽
し
か
っ
た
。」

模
擬
な
の
に
本
物
と
同
じ
よ
う
に
感
じ
る
様
子
は

他
の
感
想
に
も
少
な
く
な
い
。
選
挙
と
い
う
国
を
あ

げ
た
大
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
が
大
事
な
の
で

あ
っ
て
、
自
分
の
一
票
が
現
実
に
数
え
ら
れ
る
か
ど

う
か
、
問
題
で
は
な
い
生
徒
も
い
る
の
だ
ろ
う
。

模
擬
投
票
の
効
果
に
は
、
①
政
治
に
興
味
を
も
つ

き
っ
か
け
、
②
投
票
で
民
主
主
義
を
体
感
、
③
意
思

決
定
を
学
ん
で
政
治
家
へ
の
関
心
が
深
ま
る
、
④
将

来
的
な
投
票
率
増
加
と
家
族
へ
の
波
及
効
果
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る
。

政
治
教
育
の
一
環
で
あ
る
が
、
学
校
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
課
題
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
管
理

職
な
ど
に
拒
否
反
応
が
強
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

マ
ス
コ
ミ
や
選
挙
関
係
者
な
ど
の
協
力
を
得
て
学

校
や
授
業
に
お
け
る
模
擬
投
票
を
普
及
さ
せ
る
た

め
、
模
擬
選
挙
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
成
し
て
働

き
か
け
を
し
て
い
る
。
今
後
と
も
多
く
の
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

模擬投票 ●プロフィール

すぎうらまさかず

昭和26年生まれ。千葉
県芝浦工業大学柏高等
学校教諭。昭和62年か
らディベート学習を展
開、平成15年から学校
模擬投票を実現。著作
に『原発、是か非か』
（著）、『生徒が変わる
ディベート術！』『授
業が変わるディベート
術！』（共編）など。
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小
中
高
に
お
け
る

政
治
・
選
挙
学
習
の
実
態
と
課
題

国
立
教
育
政
策
研
究
所
総
括
研
究
官
　

谷
田
部
玲
生

社
会
科
系
教
科
と
政
治
・
選
挙
学
習

わ
が
国
の
初
等
・
中
等
教
育
に
お
け
る
政
治
・
選

挙
学
習
は
、
主
に
社
会
科
系
教
科（
小
学
校
社
会
、

中
学
校
社
会
、
高
等
学
校
地
理
歴
史
・
公
民
）
に
お

い
て
行
わ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
の
社
会
科
系
教
科
の

究
極
的
な
目
標
は
、
公
民
的
資
質
の
育
成
で
あ
る
。

公
民
的
資
質
と
は
、
国
家
・
社
会
の
構
成
者
と
し

て
必
要
と
さ
れ
る
知
識
・
理
解
、
能
力
、
関
心
、
態

度
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
政
治
学
習
の
中
で
も
特
に
選
挙
学
習

に
焦
点
を
あ
て
て
述
べ
て
み
た
い
。

小
学
校
に
お
け
る
選
挙
学
習

小
学
校
に
お
い
て
、
政
治
や
選
挙
は
、
主
に
第

六
学
年
の
社
会
に
お
い
て
扱
わ

れ
る
。
平
成
一
〇
年
十
二
月
告

示
、
平
成
一
四
年
四
月
施
行
の

現
行
小
学
校
学
習
指
導
要
領
社

会
の
第
六
学
年
に
は
、
以
下
の

よ
う
な
「
内
容
」
が
あ
る
。

（
２
）
我
が
国
の
政
治
の
働
き
に
つ
い
て
、
次
の

こ
と
を
調
査
し
た
り
資
料
を
活
用
し
た
り
し
て
調

べ
、
国
民
主
権
と
関
連
付
け
て
政
治
は
国
民
生
活

の
安
定
と
向
上
を
図
る
た
め
に
大
切
な
働
き
を
し

て
い
る
こ
と
、
現
在
の
我
が
国
の
民
主
政
治
は
日

本
国
憲
法
の
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る

こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
す
る
。

ア
　
国
民
生
活
に
は
地
方
公
共
団
体
や
国
の
政
治

の
働
き
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
。

そ
し
て
、
こ
の
「
内
容
」
に
つ
い
て
の
「
内
容
の

取
扱
い
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

内
容
の（
２
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
取

り
扱
う
も
の
と
す
る
。（
略
）

イ
　
国
会
な
ど
の
議
会
政
治
や
選
挙
の
意
味
、
租

税
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
も
扱
う
よ
う
に
す
る

こ
と
。
そ
の
際
、
政
治
の
制
度
や
機
構
に
深
入

り
し
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。（
傍
線
筆
者
、

以
下
同
じ
）

さ
ら
に
、『
小
学
校
指
導
要
領
解
説
社
会
編
』（
文

部
省
、
平
成
十
一
年
五
月
）
で
は
、「
政
治
の
働
き

を
具
体
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
国
会

議
員
の
選
挙
、
国
会
の
働
き
に
つ
い
て
調
べ
、
国
会

な
ど
の
議
会
政
治
の
働
き
や
選
挙
の
意
味
に
つ
い

て
、（
略
）
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。」（
一
〇
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

小
学
校
に
お
け
る
選
挙
学
習
の
実
際

小
学
校
第
六
学
年
社
会
の
授
業
時
数
は
、
年
間
で

一
〇
〇
単
位
時
間（
一
単
位
時
間
は
四
五
分
）
が
標

準
と
な
っ
て
い
る
。
第
六
学
年
の
社
会
で
は
、
わ
が

国
の
歴
史
と
政
治
、
国
際
理
解
に
つ
い
て
学
習
す
る
。

選
挙
に
つ
い
て
は
、
政
治
の
学
習
の
中
で
学
習
す

る
。
わ
が
国
の
小
・
中
学
校
で
は
、
教
科
用
図
書
、

い
わ
ゆ
る
教
科
書
を
主
た
る
教
材
と
し
て
、
授
業
が

行
わ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
教
科
書
に
沿
っ

て
授
業
を
行
っ
た
場
合
、
政
治
に
つ
い
て
は
一
〇
〇

単
位
時
間
中
一
五
単
位
時
間
程
度
で
学
習
す
る
こ
と

が
多
い
。
そ
の
中
で
、
選
挙
に
つ
い
て
の
学
習
に
充

て
ら
れ
る
時
間
は
、
一
単
位
時
間
程
度
で
あ
る
。
実

際
の
授
業
で
は
、
選
挙
に
つ
い
て
調
べ
た
り
、
政
治
の

働
き
と
選
挙
の
関
連
を
ま
と
め
た
り
し
て
、
選
挙
の
大

切
さ
や
選
挙
を
通
し
て
政
治
に
参
加
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
理
解
す
る
学
習
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

中
学
校
に
お
け
る
選
挙
学
習

中
学
校
で
は
、
政
治
や
選
挙
は
、
第
三
学
年
の
社

会
公
民
的
分
野
に
お
い
て
、
主
に
扱
わ
れ
る
。
小
学

校
と
同
じ
平
成
一
〇
年
十
二
月
告
示
、
平
成
一
四
年

四
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
現
行
の
中
学
校
学
習
指
導
要

領
社
会
公
民
的
分
野
の
「
内
容
」「（
３
）
現
代
の
民

主
政
治
と
こ
れ
か
ら
の
社
会
」
に
は
、
以
下
の
よ
う

な
部
分
が
あ
る
。

イ
　
民
主
政
治
と
政
治
参
加

（
略
）
国
会
を
中
心
と
す
る
我
が
国
の
民
主
政

治
の
仕
組
み
の
あ
ら
ま
し
や
政
党
の
役
割
を
理
解

さ
せ
、
議
会
制
民
主
主
義
の
意
義
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
る
と
と
も
に
、
多
数
決
の
原
理
と
そ
の
運
用

の
在
り
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。
さ
ら
に
、
法

に
基
づ
く
公
正
な
裁
判
の
保
障
が
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
民
主
政
治
を
推
進

す
る
た
め
に
は
、
公
正
な
世
論
の
形
成
と
国
民
の

政
治
参
加
が
大
切
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
せ
る
。

そ
の
際
、
選
挙
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
「
内
容
」
に
つ
い
て
の
「
内
容
の

取
扱
い
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

イ
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
取
り
扱
う
も
の

と
す
る
こ
と
。

（
ア
）
調
査
や
見
学
な
ど
を
通
し
て
具
体
的
に
理

解
さ
せ
る
こ
と
。

さ
ら
に
、『
中
学
校
指
導
要
領
解
説
社
会
編
』（
文

部
省
、
平
成
十
一
年
九
月
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

「『
選
挙
の
意
義
』
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
、
国
民

の
意
思
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
主
要
な
方
法

で
あ
り
、
議
会
制
民
主
主
義
を
支
え
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
良
識
あ
る
主
権
者

と
し
て
主
体
的
に
政
治
に
参
加
す
る
こ
と
の
意
義
に

気
づ
か
せ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

そ
の
際
、
具
体
的
な
事
例
を
取
り
上
げ
関
心
を
高

め
さ
せ
る
と
と
も
に
、
正
し
い
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
考
え
さ
せ
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。」（
一
四
七
頁
）

中
学
校
に
お
け
る
選
挙
学
習
の
実
際

中
学
校
社
会
公
民
的
分
野
は
、
第
三
学
年
に
配
置

さ
れ
て
お
り
、
授
業
時
数
は
年
間
で
八
五
単
位
時
間

（
一
単
位
時
間
は
五
〇
分
）
が
標
準
と
な
っ
て
い
る
。

公
民
的
分
野
で
は
、政
治
や
経
済
に
つ
い
て
学
習
す
る
。

選
挙
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
同
様
、
政
治
の
学
習

の
中
で
学
習
す
る
。
政
治
に
つ
い
て
は
公
民
的
分
野

八
五
単
位
時
間
中
、
三
〇
単
位
時
間
程
度
で
学
習
す

る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
中
で
選
挙
に
つ
い
て
は
、
一

〜
二
単
位
時
間
程
度
を
充
て
る
。

実
際
の
授
業
で
は
、
選
挙
は
政
治
に
参
加
す
る
主

要
な
方
法
で
あ
る
こ
と
や
選
挙
制
度
の
あ
ら
ま
し
を

理
解
さ
せ
る
こ
と
な
ど
が
中
心
と
な
る
。
具
体
的
に

は
、
選
挙
権
の
原
則
、
代
表
者
を
選
ぶ
仕
組
み
、
政

党
政
治
、
選
挙
公
約
・
政
策
、
選
挙
の
課
題
な
ど
に

つ
い
て
学
習
す
る
。

こ
の
よ
う
な
学
習
が
一
般
的
で
は
あ
る
が
、
授
業

中
に
、
生
徒
が
政
党
を
作
り
、
選
挙
公
約
を
考
え
、

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
た
り
立
ち
会
い
演
説
会
を
し
た

り
し
て
、
模
擬
的
な
選
挙
を
行
う
な
ど
の
実
践
が
見

ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
も

と
に
、
現
行
の
選
挙
制
度
を
調
べ
さ
せ
た
り
、
問
題

点
と
そ
の
解
決
策
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
た
り
す
る
授

業
も
行
わ
れ
て
い
る
。

高
等
学
校
に
お
け
る
選
挙
学
習

高
等
学
校
に
お
い
て
、
政
治
や
選
挙
が
主
に
扱
わ

れ
る
の
は
、
公
民
科
の
「
現
代
社
会
」
と
「
政
治
・

経
済
」
に
お
い
て
で
あ
る
。

高
等
学
校
公
民
科
の
必
履
修
科
目
は
、「
現
代
社

会
」（
二
単
位
。
一
単
位
時
間
を
五
〇
分
と
し
、
三

五
単
位
時
間
の
授
業
を
一
単
位
と
し
て
計
算
す
る
こ

と
を
標
準
）
ま
た
は
「
倫
理
」（
二
単
位
）
・
「
政

治
・
経
済
」（
二
単
位
）
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
わ
が
国
の
高
校
生
は
、「
現
代
社
会
」
あ
る
い

は
「
政
治
・
経
済
」
の
ど
ち
ら
か
で
、
政
治
や
選
挙

に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
一
）「
現
代
社
会
」

「
現
代
社
会
」
の
「
内
容
」「（
２
）
現
代
の
社
会
と

人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
」
に
は
、
以
下
の
内

容
が
あ
る
。

ウ
　
現
代
の
民
主
政
治
と
民
主
社
会
の
倫
理

基
本
的
人
権
の
保
障
と
法
の
支
配
、
国
民
主
権

と
議
会
制
民
主
主
義
、
平
和
主
義
と
我
が
国
の
安

全
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
さ
せ
、
日
本
国
憲
法
の

基
本
的
原
則
に
つ
い
て
国
民
生
活
と
の
か
か
わ
り

か
ら
認
識
を
深
め
さ
せ
る
と
と
も
に
、
世
論
形
成

●プロフィール

やたべれいお

国立教育政策研究所教
育課程研究センター基
礎研究部総括研究官。
お茶の水女子大学附属
高等学校教諭などを経
て現職。社会科系教科
教育、特に公民教育を
主な研究分野としてい
る。
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の
人
事
の
承
認
権
（
官
職
任
命
同
意
権
）
や
条
約
の

批
准
承
認
権
等
は
上
院
の
み
が
権
限
を
持
つ
。
ま
た
、

上
下
両
院
が
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
修
整
等
を
行
っ
た
場

合
は
、
両
院
協
議
会
に
諮
ら
れ
調
整
さ
れ
る
。

一
般
的
に
は
、
上
院
の
方
が
威
信
は
上
と
考
え
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

下
院
は
定
数
四
三
五
、
二
年
ご
と
に
全
議
員
が
改

選
さ
れ
る
。
選
出
定
員
は
、
人
口
に
比
例
す
る
よ
う

に
、
一
〇
年
ご
と
の
国
勢
調
査
に
あ
わ
せ
て
各
州
に

配
分
さ
れ
る
。
下
院
の
各
議
席
は
、
地
理
的
な
選
挙

区
を
代
表
し
て
お
り
、
各
州
で
は
定
数
に
応
じ
て
選

挙
区
割
り
を
行
い
、
単
純
小
選
挙
区
制
度
に
よ
り
議

員
は
選
出
さ
れ
る
。
最
少
の
ア
ラ
ス
カ
州
ほ
か
の
一

名
か
ら
最
多
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
五
三
名
ま
で
、

州
選
出
定
員
の
差
は
大
き
い
。

下
院
議
長
は
多
数
党
か
ら
選
出
さ
れ
、
民
主
党
が

勝
利
し
た
〇
六
年
の
選
挙
で
は
、
初
め
て
女
性
下
院

議
長
が
誕
生
し
た
（
民
主
党：

ナ
ン
シ
ー
・
ペ
ロ
シ

氏
）。上

院
は
任
期
六
年
、
二
年
ご
と
に
三
分
の
一
の
議

員
が
改
選
さ
れ
る
。
選
出
定
員
は
、
州
の
人
口
や
面

積
な
ど
に
関
係
な
く
各
州
一
律
二
名
と
さ
れ
て
お

り
、
上
院
議
員
は
州
の
代
表
と
い
え
る
。
上
院
議
員

は
当
初
、
州
議
会
に
よ
っ
て
選
ば
れ
て
い
た
が
、
一

九
一
三
年
の
憲
法
修
正
第
一
七
条
に
よ
り
、
州
民
の

ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会
の
中
間
選
挙

ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会
の
中
間
選
挙

わが国の�
政治教育�
わが国の�
政治教育�

と
政
治
参
加
の
意
義
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
、
民
主

政
治
に
お
け
る
個
人
と
国
家
に
つ
い
て
考
え
さ
せ

る
。（
略
）

こ
の
「
内
容
」
に
つ
い
て
、『
高
等
学
校
指
導
要

領
解
説
社
会
編
』（
文
部
省
、
平
成
十
一
年
九
月
）

で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「『
世
論
形
成
と
政
治
参
加
の
意
義
』
に
つ
い
て
は
、

多
様
な
諸
個
人
の
意
見
を
基
礎
に
運
営
さ
れ
る
民
主

政
治
に
と
っ
て
、
世
論
形
成
及
び
国
民
の
政
治
参
加

の
も
つ
意
義
を
認
識
さ
せ
、
民
主
政
治
の
下
で
は
、
政

治
参
加
は
国
民
の
重
要
な
権
利
で
あ
る
と
同
時
に
義

務
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
さ
せ
る
。
そ
の
際
、
大
衆
民
主
政
治
の
下
に
お

け
る
政
治
的
無
関
心
の
増
大
が
も
つ
危
険
性
な
ど
に

も
触
れ
な
が
ら
、
良
識
あ
る
公
民
と
し
て
主
体
的
に

政
治
に
参
加
す
る
態
度
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
ま
た
、
政
党
政
治
と
選
挙
、
行
政
の
民
主
化
、
世

論
と
マ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
圧
力
団
体
、
住
民

運
動
な
ど
に
つ
い
て
も
、
間
接
民
主
政
治
の
在
り
方

と
関
連
さ
せ
つ
つ
理
解
を
深
め
さ
せ
る
。」（
二
八
頁
）

（
二
）「
政
治
・
経
済
」

「
政
治
・
経
済
」
の
「
内
容
」「（
１
）
現
代
の
政
治
」

に
は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
が
あ
る
。

ア
　
民
主
政
治
の
基
本
原
理
と
日
本
国
憲
法

日
本
国
憲
法
の
基
本
的
性
格
と
国
会
、
内
閣
、
裁

判
所
な
ど
の
政
治
機
構
を
概
観
し
、
政
治
と
法
の

機
能
、
人
権
保
障
と
法
の
支
配
、
権
利
と
義
務
の
関

係
、
議
会
制
民
主
主
義
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
、
民
主

政
治
の
本
質
や
現
代
政
治
の
特
質
に
つ
い
て
探
究

さ
せ
る
と
と
も
に
、
政
党
政
治
や
選
挙
な
ど
に
着

目
し
て
、
望
ま
し
い
政
治
の
在
り
方
及
び
主
権
者

と
し
て
の
参
政
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
さ
せ
る
。

こ
の
「
内
容
」
に
つ
い
て
、『
高
等
学
校
指
導
要

領
解
説
社
会
編
』（
文
部
省
、
平
成
十
一
年
九
月
）

で
は
、「
人
権
保
障
と
法
の
支
配
」
の
と
こ
ろ
で
「
参

政
権
に
つ
い
て
は
、
普
通
選
挙
制
度
の
実
現
に
よ
っ

て
、
政
治
的
平
等
の
原
理
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
に
触

れ
る
と
と
も
に
、
選
挙
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
参
政

の
制
度
と
の
関
連
を
理
解
さ
せ
る
。」（
八
三
頁
）
と

解
説
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、「『
政
党
政
治
や
選
挙
な
ど
に
着
目
し
て
、

望
ま
し
い
政
治
の
在
り
方
及
び
主
権
者
と
し
て
の
参

政
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
察
さ
せ
る
』
に
つ
い
て
は
、

現
代
政
治
に
お
け
る
政
党
の
役
割
や
国
民
の
政
治
参

加
の
主
要
な
方
法
で
あ
る
選
挙
の
制
度
や
課
題
な
ど

に
つ
い
て
客
観
的
な
資
料
を
基
に
様
々
な
角
度
か
ら

理
解
を
深
め
さ
せ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
望
ま

し
い
政
治
の
在
り
方
や
主
権
者
と
し
て
の
参
政
の
在

り
方
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
察
さ
せ
る
。
例
え
ば
、

法
律
や
予
算
が
成
立
し
そ
の
内
容
が
実
施
さ
れ
る
ま

で
の
政
治
過
程
や
選
挙
に
お
け
る
、
個
人
、
政
党
や

圧
力
団
体
な
ど
の
政
治
組
織
の
行
動
及
び
住
民
運
動

や
市
民
運
動
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
国
民
の
政
治
参

加
が
政
策
決
定
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
探
究
さ
せ

る
と
と
も
に
、
国
民
の
政
治
参
加
の
在
り
方
に
つ
い

て
考
察
さ
せ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。」（
八
六
頁
）

と
述
べ
て
い
る
。

高
等
学
校
に
お
け
る
選
挙
学
習
の
実
際

「
現
代
社
会
」「
政
治
・
経
済
」
と
も
に
二
単
位
で

あ
る
た
め
、
選
挙
に
つ
い
て
の
学
習
に
充
て
ら
れ
る

時
間
は
、
一
〜
三
単
位
時
間
程
度
が
一
般
的
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
実
際
の
授
業
は
、
わ
が
国
の
国
会
議
員

の
選
挙
制
度
な
ど
に
つ
い
て
理
解
し
、
参
政
権
の
保

障
と
国
民
主
権
の
関
係
を
認
識
す
る
な
ど
の
知
識
・

理
解
中
心
の
学
習
と
な
る
場
合
が
多
い
。

選
挙
学
習
の
課
題

以
上
の
よ
う
に
、
各
学
校
段
階
と
も
、
選
挙
に
つ

い
て
の
学
習
は
、
数
時
間
程
度
し
か
行
わ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
学
習
は
、
選
挙

に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
が
中
心
と
な
り
、
選
挙
へ

の
関
心
や
態
度
ま
で
は
十
分
に
育
成
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

選
挙
に
つ
い
て
学
習
し
な
く
て
も
、
民
主
政
治
の

本
質
な
ど
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
れ
ば
、
選
挙
へ
の
関

心
や
態
度
も
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
考
え
方
も
あ
る
。
し
か
し
、
若
年
層
の
投
票
率
な

ど
を
見
れ
ば
、
現
在
の
選
挙
に
つ
い
て
の
学
習
で
は

不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

選
挙
や
政
治
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
だ
け
で
は

な
く
、
能
力
、
関
心
、
態
度
ま
で
を
も
身
に
つ
け
さ

せ
る
こ
と
の
で
き
る
授
業
内
容
・
方
法
の
開
発
が
急

務
で
あ
る
。

昨
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
中
間
選
挙

で
は
、
民
主
党
が
上
下
両
院
を
制
し
て
世
界
的
な
話

題
と
な
っ
た
。
特
に
定
数
一
〇
〇
の
上
院
は
民
主
党

系
が
五
一
議
席
と
過
半
数
を
制
し
た
が
、
そ
の
後
、

同
党
当
選
議
員
の
辞
退
騒
ぎ
（
病
気
に
よ
る
入
院
）

も
あ
り
、
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
せ
た
。
辞
退
が
現
実
の

も
の
と
な
る
と
、
次
点
の
共
和
党
候
補
の
繰
上
げ
当

選
と
な
り
、
結
果
、
民
主
・
共
和
両
党
が
同
議
席
と

な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
議
員
の
動
向
に
注
目
が
集
ま

っ
た
（
同
数
の
場
合
は
、
上
院
議
長
を
兼
務
す
る
チ

ェ
イ
ニ
ー
副
大
統
領
の
票
で
決
す
る
）。
し
か
し
、

議
員
は
そ
の
後
回
復
、
議
員
と
し
て
留
ま
っ
て
お
り
、

上
院
も
民
主
党
が
過
半
数
を
維
持
し
て
い
る
。

今
回
は
、
こ
の
中
間
選
挙
を
含
む
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
連
邦
議
会
の
選
挙
の
仕
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。上

院
と
下
院

連
邦
議
会
は
、上
院
（U
pper

H
ouse

、Senate

）
と
下

院（L
ow
er
H
ouse

、House
of
R
epresentatives

、

ま
た
は
単
にH
ou
se

）
の
両
院
か
ら
な
る
二
院
制
を

採
用
し
て
い
る
。
法
律
制
定
等
の
議
決
権
限
は

両
院
対
等
で
あ
る
が
、
下
院
に
は
歳
入
法
案
先

議
権
、
弾
劾
訴
追
権
が
与
え
ら
れ
、
一
方
、
大

統
領
が
指
名
す
る
閣
僚
・
連
邦
裁
判
所
判
事
等

ワシントン

直
接
投
票
で
選
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
上
院
議

長
は
副
大
統
領
が
務
め
る
。

大
統
領
選
挙
を
含
む
す
べ
て
の
連
邦
選
挙
は
、
連

邦
法
の
定
め
に
従
い
、「
十
一
月
の
第
一
月
曜
日
の

属
す
る
週
の
火
曜
日
」
に
実
施
さ
れ
る
。

選
挙
権
は
両
院
と
も
一
八
歳
以
上
の
選
挙
登
録
を

行
っ
た
ア
メ
リ
カ
市
民
に
与
え
ら
れ
、
被
選
挙
権
は

下
院
が
二
五
歳
以
上
、
上
院
が
三
〇
歳
以
上
で
あ
る
。

中
間
選
挙

前
述
の
よ
う
に
、
上
院
お
よ
び
下
院
の
選
挙
は
二

年
に
一
度
行
わ
れ
、
四
年
に
一
度
は
大
統
領
選
挙
と

同
時
と
な
り
、
そ
れ
以
外
で
は
大
統
領
の
任
期
が
二

年
経
過
し
た
時
点
で
行
わ
れ
る
。
こ
の
選
挙
を
「
中

間
選
挙
」
と
呼
ん
で
お
り
、
今
回
の
選
挙
は
こ
れ
に

当
た
る
。

中
間
選
挙
で
は
、
下
院
の
全
議
員
、
上
院
は
三
分

の
一
が
改
選
さ
れ
る
（
〇
六
年
は
三
三
人
）。

中
間
選
挙
で
の
大
統
領
所
属
政
党
の
当
選
者
状
況

は
、
現
職
大
統
領
の
二
年
間
の
政
治
（
政
策
）
に
対

す
る
有
権
者
の
評
価
を
意
味
す
る
と
と
も
に
、
次
の

大
統
領
選
挙
の
動
向
を
予
測
す
る
材
料
を
提
供
す
る

も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
議
院
内
閣
制
の
日
本
と
は
違
い
、
大
統
領

制
を
採
用
す
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、
中
間
選
挙
の
結
果

が
大
統
領
の
失
脚
に
直
接
結
び
つ
く
も
の
で
は
な

い
。
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近
年
、
わ
が
国
に
お
い
て
市
民
性
形

成
の
た
め
の
教
育
に
つ
い
て
議
論
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
際
、
イ
ギ
リ
ス
で

は
そ
れ
が
必
修
化
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
、
し
ば
し
ば
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
わ
が
国
で
も
、
ご
く
一
部
で
先

駆
的
に
実
践
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
あ
り
様
は
少
な
か
ら
ず
イ

ギ
リ
ス
の
影
響
を
受
け
て
い
る
よ
う
で

す
。こ

れ
か
ら
六
回
に
わ
た
っ
て
、
イ
ギ
リ

ス
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
が
、
初
回
で
あ
る

今
回
は
、
い
か
な
る
き
っ
か
け
や
経
緯
の

中
で
そ
れ
が
必
修
化
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
か
を
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
概
念
の
再
考

近
代
に
お
け
る
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

と
は
、
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
か

け
て
の
市
民
革
命
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

国
民
国
家
に
お
け
る
義
務
と
権
利
を
め

ぐ
る
議
論
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き

た
も
の
で
す
が
、
そ
れ
は
、
「
自
由
」

と
「
平
等
」
の
保
障
を
目
指
す
民
主
主

義
の
発
展
を
背
景
と
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
そ
の
民
主
主
義
と
は
、
自
由
主
義

の
伝
統
と
共
和
主
義
の
伝
統
の
上
に
成

り
立
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の

あ
り
方
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
一
九
七
〇
年

代
お
よ
び
八
〇
年
代
以
降
の
政
治
的
・

社
会
的
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
問
い
直

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

一
つ
は
福
祉
国
家
の
見
直
し
で
す
。

イ
ギ
リ
ス
の
福
祉
政
策
は
、「
ゆ
り
か

ご
か
ら
墓
場
ま
で
」
と
称
さ
れ
る
よ
う

に
先
進
国
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
第
二
次
大
戦
後
政
権
を
と
っ
た
ア

ト
リ
ー
労
働
党
政
権
は
、
公
営
住
宅
の

建
設
や
鉄
道
の
国
有
化
、
年
金
や
雇
用

に
関
す
る
社
会
保
険
な
ど
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
推
進
、
国
民
保
健
サ
ー
ビ
ス
（
Ｎ

Ｈ
Ｓ
）
に
よ
る
医
療
の
無
料
化
な
ど
を

導
入
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
、
そ
の
後
、

政
権
を
と
っ
た
保
守
党
に
も
受
け
継
が

れ
た
の
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
イ
ギ
リ

ス
に
お
い
て
は
、
二
大
政
党
が
足
並
み

を
そ
ろ
え
た
と
い
う
意
味
で
「
コ
ン
セ

ン
サ
ス
政
治
」
と
い
わ
れ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
そ

の
手
厚
い
福
祉
政
策
が
財
政
を
圧
迫

し
、
ま
た
人
々
の
勤
労
意
欲
の
低
下
を

招
い
た
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
七

九
年
に
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
保
守
党
が
政
権

を
と
り
、
そ
れ
ま
で
長
く
続
い
た
イ
ギ

リ
ス
の
経
済
的
不
振
を
打
破
す
る
た
め

に
、
福
祉
政
策
を
見
直
し
て
市
場
原
理

を
導
入
し
ま
し
た
。

福
祉
国
家
に
お
け
る
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ

ッ
プ
は
、
個
人
が
国
家
と
契
約
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
権
利
と
義
務
が
生

ず
る
と
い
う
考
え
方
で
し
た
が
、
こ
こ

に
お
い
て
そ
れ
は
大
き
く
変
容
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

ま
た
そ
れ
ま
で
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
は
、
国
民
国
家
と
い
う
も
の
が
前
提

と
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
揺

ら
ぎ
始
め
ま
し
た
。
移
民
に
よ
る
文
化

的
多
様
性
の
高
ま
り
や
、
イ
ギ
リ
ス
内

で
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
自
治
の
問
題
、
さ
ら

に
は
欧
州
統
合
の
動
き
な
ど
は
、
単
一

の
国
家
と
し
て
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の

考
え
方
の
限
界
を
示
し
た
も
の
で
し
た
。

さ
ら
に
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
科

学
技
術
・
通
信
技
術
な
ど
が
進
歩
し
た

こ
と
で
世
界
の
人
権
や
地
球
資
源
の
問

題
を
意
識
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
こ
の
こ
と
も
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
の
概
念
を
再
考
す
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

新
た
な

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
始
ま
り

一
九
九
七
年
に
ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
率

い
る
労
働
党
が
政
権
を
奪
取
し
ま
し
た

が
、
そ
の
政
策
は
、
旧
来
の
福
祉
国
家

へ
の
回
帰
で
は
な
く
、
ま
た
そ
れ
ま
で

の
い
わ
ゆ
る
新
自
由
主
義
の
路
線
で
も

な
い
「
第
三
の
道
」
と
称
さ
れ
る
も
の

で
、
教
育
政
策
も
そ
の
枠
組
み
の
中
で

実
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

加
え
て
一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
一
世

紀
初
頭
に
か
け
て
の
社
会
的
な
問
題
状

況
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
シ
テ
ィ
ズ
ン

シ
ッ
プ
教
育
の
必
要
性
を
認
識
さ
せ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
は
、
民
主
主
義
の
危
機
と

捉
え
ら
れ
る
い
く
つ
か
事
態
で
す
。
若

者
た
ち
が
政
治
に
対
し
て
無
関
心
で
あ

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
は

特
に
若
者
の
選
挙
の
投
票
率
の
低
さ
に

表
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
れ
は
、
二
〇

〇
一
年
九
月
十
一
日
に
ア
メ
リ
カ
で
起

こ
っ
た
同
時
多
発
テ
ロ
を
き
っ
か
け
と

し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
問
題
で
も
あ
り

ま
す
。
ブ
レ
ア
首
相
は
、
こ
れ
を
「
民

主
主
義
の
価
値
に
対
す
る
拒
否
」
と
い

う
捉
え
方
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
イ
ス
ラ
ム
の

過
激
派
を
取
り
締
ま
る
た
め
の
「
二
〇

〇
一
年
反
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
犯
罪
お
よ
び

安
全
保
障
法
」「
二
〇
〇
五
年
テ
ロ
リ

ズ
ム
防
止
法
」
な
ど
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
そ
れ
以
前
か
ら
存
在
し
て

い
た
構
造
的
な
人
種
差
別
と
関
連
し

て
、
民
主
主
義
を
脅
か
す
事
態
が
せ
ま

っ
た
と
も
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
先
進
国
に
共
通
し
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
る
怠
学
、
破
壊
活
動
、
無
差

別
暴
力
、
計
画
的
犯
罪
、
薬
物
利
用
の

習
慣
な
ど
「
若
者
の
疎
外
」
の
問
題
は
、

イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
加
え
て
イ
ギ
リ
ス
で

は
若
年
の
失
業
率
の
高
さ
が
一
九
九
〇

年
代
後
半
か
ら
特
に
深
刻
な
状
況
で
す

が
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
若
者
へ
の
自
立

支
援
が
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
ブ
レ
ア
政
権
下
に
お
い
て
は

地
方
分
権
化
が
進
み
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
と
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
は
一
九
九
九
年
に

最
初
の
地
方
議
会
選
挙
が
行
わ
れ
、
自

治
政
府
が
誕
生
し
た
の
で
し
た
。
こ
う

し
て
国
家
と
自
治
政
府
と
の
双
方
で
の

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
考
察
す
る
必
要

に
迫
ら
れ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
政
府
に

お
い
て
も
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の

あ
り
方
が
検
討
さ
れ
、
一
九
九
七
年
に

は
通
称
『
ク
リ
ッ
ク
報
告
書
』
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
二
〇
〇
二
年

か
ら
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
が
義
務

化
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
は
同
報

告
書
で
提
示
さ
れ
た
も
の
が
基
本
的
に

踏
襲
さ
れ
ま
し
た
。
同
報
告
の
座
長
で

あ
っ
た
政
治
学
者
の
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ク

リ
ッ
ク
は
、
民
主
主
義
に
つ
い
て
の
啓

蒙
書
を
書
い
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で
注

目
す
べ
き
は
、
民
主
主
義
と
い
う
も
の

を
ひ
た
す
ら
賞
賛
す
る
べ
き
至
上
の
価

値
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
は
な
い
と

い
う
点
で
す
。
そ
れ
は
、
あ
る
意
味
で

は
永
遠
に
解
決
さ
れ
な
い
問
題
と
い
え

る
の
で
す
。
こ
こ
に
お
い
て
シ
テ
ィ
ズ
ン

シ
ッ
プ
と
は
、
民
主
主
義
そ
の
も
の
の

抱
え
る
問
題
に
対
し
て
、
自
ら
能
動
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
市
民
の
資
質
と
能

力
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て

そ
の
教
育
は
、
そ
の
た
め
の
市
民
的
能

力
の
育
成
を
眼
目
と
し
て
い
る
の
で
す
。

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
は
、
義
務

教
育
修
了
で
あ
る
一
六
歳
ま
で
の
段
階

で
の
中
等
学
校
に
お
い
て
必
修
化
さ
れ

ま
し
た
。
初
等
学
校
に
お
い
て
は
「
人

格
・
社
会
性
の
育
成
と
健
康
の
た
め
の

教
育
」（
Ｐ
Ｓ
Ｈ
Ｅ
と
い
い
ま
す
）
と

の
融
合
に
よ
る
も
の
と
し
て
必
修
に
準

ず
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

今
般
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の

内
容
の
主
要
な
要
素
の
一
つ
は
、
政
治

的
リ
テ
ラ
シ
ー
の
教
育
で
す
。
こ
れ
は
、

ク
リ
ッ
ク
が
か
つ
て
政
治
教
育
の
導
入

を
熱
心
に
唱
え
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と

が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
ま
す

が
、
そ
の
一
方
で
、
主
要
な
要
素
の
中

に
「
社
会
的
道
徳
的
責
任
」
を
入
れ
て

い
る
こ
と
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
の

で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
先
ほ
ど
指
摘
し

た
よ
う
に
、「
若
者
の
荒
れ
」
が
深
刻

に
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
表
れ
と
も

い
え
る
で
し
ょ
う
。
総
じ
て
い
う
な
ら

ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

教
育
は
、
若
者
を
立
派
な
大
人
に
す
る

た
め
の
総
合
的
な
取
り
組
み
と
い
っ
て

も
よ
い
で
し
ょ
う
。

次
回
か
ら
は
、
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

教
育
の
具
体
的
な
実
践
の
例
を
紹
介
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

プロフィール

あらいあさひろ
昭和35年生まれ。横浜国立大学教育学部卒、カリフォルニア大学
教育学大学院修士課程卒。現在は西武文理大学サービス経営学部
教授。専門は比較教育学、人格・情意教育論。
主著に『現代英国の宗教教育と人格教育（ＰＳＥ）』（共編著、東
信堂）、『市民性形成論』（共著、放送大学大学院テキスト）など。

イギリスのシティズンシップ教育
〈第1回〉

西武文理大学教授

新井浅浩

ロンドン市内の中等学校のシティズンシッ
プの教室の掲示物―
（ゴミ）削減、再利用、リサイクルが標語
として掲げられている。

政府発行のシティズンシップ教
育における評価ためのハンドブ
ックに示された単元「民主主義
の実践」の挿絵から
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定
員
割
れ
講
座
を
つ
く
り
続
け
る
理
由

大
田
区
立
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
「
エ
セ
ナ
お

お
た
」
は
平
成
一
六
年
四
月
か
ら
行
政
に
代
わ
っ
て

私
が
所
属
す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
男
女
共
同
参
画
お
お

た
」
が
そ
の
建
物
の
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
「
エ
セ
ナ
お
お
た
」
に
は
全
国
か
ら
多
く
の
視

察
者
が
来
ま
す
。
理
由
は
二
つ
。
一
つ
は
民
間
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
が
行
政
に
代
わ
っ
て
公
立
の
施
設
を
管
理
し
て

い
る
と
い
う
指
定
管
理
者
制
度
の
状
況
を
聞
き
た
い

むたしずか

〈プロフィール〉

1967年福岡県飯塚市生まれ。高校卒業後、地元の航空

会社に就職。夫の転勤で大田区に移る。区の男女平等

推進センター「エセナおおた」の活動を通し、不振だ

った同センターの主催講座に定員オーバー続出のヒッ

ト講座を連発するようになる。各自治体から講演依頼

が殺到し全国を飛び回る日々を送っている。近著に

『人が集まる！行列ができる！講座、イベントの作り方』

（講談社＋α新書）がある。

っ
た
く
違
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
内
容
を
わ
か
り
や

す
く
伝
え
な
い
と
市
民
は
見
向
き
も
し
な
い
と
い
う

典
型
例
で
す
。

は
じ
め
に
企
画
あ
り
き

ど
ん
な
に
良
い
チ
ラ
シ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
っ

て
宣
伝
を
行
っ
て
も
、
企
画
そ
の
も
の
が
悪
け
れ
ば

講
座
に
人
を
集
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
た
と

え
集
ま
っ
た
と
し
て
も
受
講
者
の
満
足
度
は
と
て
も

低
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
ず
は
人
々
の
ニ

ー
ズ
を
把
握
し
、
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
を
発
見
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
が
企
画
に
つ
な
が
り
ま
す
。

以
前
見
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
番
組
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
仕
事
の
流
儀
」
に
玩
具
企
画
会
社
の
社
長

が
出
て
い
た
時
の
話
で
す
。
そ
の
日
の
テ
ー
マ
は
ズ

バ
リ
「
企
画
」
で
し
た
。
そ
の
社
長
は
昔
大
ヒ
ッ
ト

し
た
「
た
ま
ご
っ
ち
」
を
企
画
し
た
人
で
し
た
。
社

長
が
言
う
に
は
「
企
画
力
と
は
イ
コ
ー
ル
総
合
力
、

そ
の
人
の
生
き
様
そ
の
も
の
だ
」
と
。
社
員
と
の
何

気
な
い
雑
談
や
日
常
生
活
の
ヒ
ト
コ
マ
な
ど
で
も
、

見
る
も
の
聞
く
も
の
す
べ
て
が
企
画
に
つ
な
が
る
の

だ
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

講
座
の
企
画
も
同
じ
こ
と
で
す
。
日
常
会
話
の
中

や
ま
ち
中
、
電
車
の
中
、
本
や
雑
誌
の
内
容
、
テ
レ

ビ
の
セ
リ
フ
、
は
や
っ
て
い
る
歌
詞
の
中
な
ど
あ
ら

ゆ
る
シ
ー
ン
で
企
画
の
ヒ
ン
ト
が
隠
れ
て
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
ア
ン
テ
ナ
を
は
っ
て
、
流
行
に

敏
感
に
な
り
、
企
画
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
し
て
そ
の
企
画
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
情
報
を

キ
ャ
ッ
チ
す
る
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ど
う
い
う

内
容
の
も
の
を
企
画
す
れ
ば
自
分
た
ち
の
目
的
が
達

成
で
き
る
か
を
つ
ね
に
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
絞
り
込
み

企
画
を
た
て
る
に
あ
た
っ
て
、
と
て
も
大
切
に
な

る
の
が
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
絞
り
込
み
」
で
す
。
年

齢
・
性
別
、
既
婚
か
未
婚
か
、
子
ど
も
が
い
る
か
ど

う
か
、
働
い
て
い
る
か
ど
う
か
等
々
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
生
き
て
き
た
過
程
に
応
じ
て

抱
え
て
い
る
課
題
が
ま
っ
た
く
違
う
か
ら
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
生

き
て
き
た
時
代
、
社
会
背
景
な
ど
を
把
握
し
た
上
で

企
画
を
た
て
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

特
に
私
は
若
い
人
向
け
の
企
画
を
た
て
る
こ
と
が

多
い
た
め
、
企
画
を
た
て
る
ヒ
ン
ト
と
し
て
実
践
し

と
い
う
こ
と
と
、
も
う
一
つ
は
主
催
事
業
の
講
座
の

ほ
と
ん
ど
が
定
員
オ
ー
バ
ー
の
た
め
、
な
ぜ
講
座
に

人
が
集
ま
る
の
か
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
て
欲
し
い

と
い
う
理
由
か
ら
で
す
。

私
が
講
座
を
企
画
す
る
目
的
は
「
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
」、
こ
れ
だ
け
で
す
。
男
女
共
同
参
画

社
会
と
い
う
と
「
男
性
が
家
事
を
し
て
、
女
性
が
働

け
ば
い
い
」
と
思
っ
て
い
る
方
が
多
い
で
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
社
会
的
・
文
化
的
に
つ

く
ら
れ
た
性
差
に
と
ら
わ
れ
ず
、
個
人
が
そ
の
人
ら

し
く
イ
キ
イ
キ
と
生
き
て
い
け
る
社
会
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
社
会
が
実
現
す
れ
ば
、
少

子
化
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
、
児
童
虐
待
も
減

ら
す
こ
と
が
で
き
、
Ｄ
Ｖ
で
女
性
が
傷
つ
け
ら
れ
る

こ
と
も
減
り
、
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
男
性
が
自
殺
す
る

こ
と
も
減
り
、
熟
年
離
婚
も
減
る
は
ず
で
す
。
私
ど

も
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す
る

と
い
う
強
烈
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
っ
た
仲
間
が
集
ま

っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
講
座
に
人
を
集
め
る
こ
と

は
自
分
た
ち
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の
一

つ
の
手
段
と
捉
え
て
い
る
の
で
す
。

と
に
か
く
講
座
に
人
を
集
め
て
、
多
く
の
人
に
「
男

女
共
同
参
画
社
会
」
の
必
要
性
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
思
い
で
企
画
を
し
て
い
ま
す
。
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
絞
っ
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
抱
え
る
課
題
を
把
握

し
、
広
報
を
し
っ
か
り
行
え
ば
き
っ
と
講
座
に
行
列

が
で
き
る
は
ず
で
す
。
講
座
に
人
が
集
ま
ら
な
い
原

因
は
ズ
バ
リ
企
画
と
広
報
に
問
題
が
あ
る
か
ら
で

す
。
主
催
者
側
の
問
題
以
外
の
何
も
の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
に
気
づ
か
な
い
限
り
、
い
つ
ま
で
た
っ

て
も
講
座
に
行
列
な
ど
で
き
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

左
の
表
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。「
方
針
決
定
の
場
へ

の
女
性
の
参
画
」「
ま
ち
づ
く
り
ヘ
の
参
画
」
…
…
ま

る
で
役
所
の
書
類
の
よ
う
な
単
語
が
並
ん
で
い
ま
す
。

じ
つ
は
こ
れ
は
、
平
成
一
五
年
五
月
か
ら
七
月
に
か

け
て
私
た
ち
「
エ
セ
ナ
お
お
た
」
で
行
っ
た
講
座
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

案
の
定
こ
の
講
座
は
四
○
名
の
募
集
に
対
し
、
動

員
（
頼
ん
で
来
て
も
ら
う
）
を
か
け
て
や
っ
と
一
六

名
の
受
講
者
と
い
う
悲
惨
な
緒
果
で
し
た
。
最
終
回

の
参
加
者
は
な
ん
と
た
っ
た
七
名
で
す
。
そ
の
う
ち

純
粋
な
申
込
者
は
一
名
、
ほ
か
の
六
名
は
「
さ
く
ら
」

な
の
で
す
。

自
分
た
ち
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
の
行
動
計
画
に
沿

っ
て
何
か
事
業
を
行
う
こ
と
と
、
そ
の
文
言
そ
の
ま

ま
を
講
座
の
タ
イ
ト
ル
や
テ
ー
マ
に
使
う
こ
と
は
ま

行
列
の
で
き
る

講
座
の
つ
く
り
方

牟
田
静
香

〈第1回〉

「
私
に
と
っ
て
講
座
に
人
を
集
め
る
こ
と
と
販
売
し

て
い
る
商
品
を
購
入
し
て
も
ら
う
こ
と
は
同
じ
こ
と

で
あ
る
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。
要
は
お
客
様
の
ニ
ー

ズ
に
い
か
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
「
商
品
」
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ま
た
そ
の
「
商
品
」
の
ウ
リ

を
ど
う
広
報
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
講
座
の

企
画
に
と
っ
て
「
商
品
力
」
と
は
「
企
画
力
」
そ
の
も

の
。
い
く
ら
広
報
宣
伝
が
う
ま
く
て
も
そ
の
商
品
が

粗
悪
品
で
あ
れ
ば
、
お
客
様
は
二
度
と
同
じ
商
品
を

購
入
し
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
逆
で
そ
の
商
品
が

優
れ
て
い
て
も
、「
優
れ
た
商
品
」
で
あ
る
こ
と
を
宣

伝
し
な
け
れ
ば
購
入
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

講
座
に
人
を
集
め
る
た
め
に
は
「
企
画
力
」
と

「
広
報
宣
伝
力
」
が
基
本
で
あ
り
、
そ
の
上
で
リ
ピ

ー
タ
ー
率
を
増
や
し
、
新
規
顧
客
を
開
拓
す
る
こ
と

が
必
須
と
な
り
ま
す
。こ
の
六
回
に
わ
た
る
連
載
は
、

平
成
一
五
年
ま
で
ほ
と
ん
ど
人
が
集
ま
ら
な
か
っ
た

講
座
が
、
平
均
応
募
倍
率
三
・
三
倍
に
ま
で
変
え
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
綴
っ
た
も
の
で
す
。

ワークショップを指導
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助
成
の
内
容

（
１
）
対
象
者

①
助
成
の
対
象
と
な
る
講
演
会
等
の
開
催
者
は
、
市

区
町
村
（
指
定
都
市
は
除
き
、
指
定
都
市
内
の
行

政
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
）
の
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
お
よ
び
選
挙
管
理
委
員
会
で
す
。
明
る
い

選
挙
の
推
進
を
主
た
る
目
的
と
す
る
白
ば
ら
会
や

若
者
啓
発
グ
ル
ー
プ
等
も
助
成
対
象
者
に
含
み
ま

す
（
以
下
、
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
「
明
る
い
選
挙

推
進
協
議
会
等
」
と
い
い
ま
す
）。

②
前
記
の
市
区
町
村
明
推
協
等
に
は
、
原
則
と
し
て
、

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
が
未
設
置
（
設
置
要
綱

等
は
会
っ
て
も
委
員
が
い
な
い
場
合
を
含
む
）
の

選
挙
管
理
委
員
会
は
含
ま
な
い
も
の
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
を
設
置
ま
た

は
再
開
す
る
た
め
の
講
演
会
・
研
修
会
で
あ
る
場

合
は
助
成
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
２
）
対
象
事
業

助
成
対
象
事
業
は
、
下
記
の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す

る
講
演
会
・
研
修
会
で
す
。
内
容
や
テ
ー
マ
は
、
選
挙

に
直
接
関
係
す
る
も
の
に
限
ら
ず
、
参
加
者
の
政
治
意

識
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
を
含
む
も
の
と
し
ま
す
。

①
明
る
い
選
挙
推
進
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
多
数
の
受
講
者
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

③
営
利
を
目
的
と
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

④
市
区
町
村
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
活
動
の
活

性
化
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
３
）
助
成
内
容

助
成
対
象
事
業
と
な
る
講
演
会
・
研
修
会
に
要
す
る

講
師
謝
金
お
よ
び
講
師
旅
費
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
、

下
記
に
よ
り
助
成
し
ま
す
。

①
講
師
謝
金

講
演
会
・
研
修
会
一
回
に
つ
き
五
万
円
を
限
度

と
し
ま
す
。
複
数
の
講
師
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

②
講
師
旅
費

実
際
に
要
す
る
交
通
費
お
よ
び
宿
泊
費
（
グ
リ

ー
ン
料
金
等
特
別
料
金
は
含
ま
な
い
）
と
、
当
協

会
の
旅
費
規
程
に
よ
り
算
出
し
た
交
通
費
お
よ
び

宿
泊
費
（
日
当
は
含
ま
な
い
）
と
の
い
ず
れ
か
小

さ
い
額
と
し
、
講
演
会
・
研
修
会
一
回
に
つ
き
一

〇
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

助
成
の
流
れ

（
１
）
助
成
を
希
望
す
る
市
区
町
村
明
推
協
等
は
、
所

定
の
申
請
書
（
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
出
）
に
よ
り

原
則
と
し
て
事
業
実
施
の
二
ヵ
月
前
ま
で
に
協
会
に
申

請
し
て
下
さ
い
。
た
だ
し
、
申
請
書
の
提
出
先
は
、
次

の
区
分
に
応
じ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
事
業
実
施
者
が
指
定
都
市
内
の
行
政
区
明
推
協
等

の
場
合
は
、
当
該
指
定
都
市
選
挙
管
理
委
員
会
に

提
出
。

②
上
記
以
外
の
市
区
町
村
明
推
協
等
の
場
合
は
、
都

道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
に
提
出
　

な
お
、
申
請
書
に
は
、
講
演
会
・
研
修
会
の
名
称
、

開
催
目
的
、
受
講
対
象
者
、
受
講
予
定
者
数
、
実
施
予

定
日
、
場
所
、
講
師
名
、
講
師
謝
金
・
講
師
旅
費
の
額

等
を
記
載
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
都
道
府
県
・
指
定
都
市
選
管
は
（
１
）
の
申
請

書
を
協
会
に
送
付
し
て
下
さ
い
。

（
３
）
協
会
は
、
事
業
内
容
等
を
審
査
し
、
助
成
の
採

否
、
助
成
限
度
額
等
を
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
ま

た
は
指
定
都
市
選
挙
管
理
委
員
会
を
通
じ
て
、
申
請
の

あ
っ
た
市
区
町
村
明
推
協
等
に
通
知
し
ま
す
。

（
４
）
助
成
を
受
け
る
市
区
町
村
明
推
協
等
は
、
講
演

会
等
を
開
催
し
て
か
ら
一
ヵ
月
以
内
に
、
都
道
府
県
・

指
定
都
市
選
管
を
通
じ
て
所
定
の
助
成
金
交
付
申
請
書

等
を
協
会
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
講
演
会
等
の
開
催
前

に
助
成
金
の
交
付
が
必
要
な
場
合
は
、
仮
払
金
の
申
請

が
で
き
ま
す
。

（
５
）
助
成
金
お
よ
び
仮
払
金
に
つ
い
て
は
、
申
請
が

あ
っ
て
か
ら
で
き
る
だ
け
一
ヵ
月
以
内
に
交
付
し
ま

す
。

そ
の
他

申
請
は
随
時
受
け
付
け
、
随
時
採
否
を
決
定
し
、
予

算
額
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。
た
だ
し
、
同
一
の
都

道
府
県
や
指
定
都
市
か
ら
多
く
の
申
請
が
あ
る
場
合

は
、
採
択
を
見
合
わ
せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

講
師
招
聘
助
成
事
業

事
業

紹
介

（
財
）
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
で
は
、
市
区
町
村
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら

講
師
招
聘
助
成
事
業
を
開
始
し
ま
す
。
市
区
町
村
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
等
が
開
催
す
る
講
演
会
・
研
修
会
に
講
師

を
招
聘
し
た
場
合
に
要
す
る
講
師
の
謝
金
お
よ
び
旅
費
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
、
一
団
体
当
た
り
一
五
万
円
を

限
度
に
助
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
今
年
度
の
予
算
額
は
一
五
〇
〇
万
円
。
随
時
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

ご
活
用
下
さ
い
。

て
い
る
こ
と
が
コ

ン
ビ
ニ
通
い
で
す
。

自
宅
の
近
く
に
は

コ
ン
ビ
ニ
が
三
軒

あ
り
ま
す
が
、
そ

の
中
で
も
っ
と
も

マ
ガ
ジ
ン
ラ
ッ
ク

の
面
積
の
広
い
店

に
通
っ
て
い
ま

す
。
今
で
は
コ
ン
ビ
ニ
業
界
も
団
塊
や
シ
ニ
ア
層
を

取
り
込
む
戦
略
を
た
て
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
ま
だ

ま
だ
コ
ン
ビ
ニ
は
若
者
が
多
く
利
用
し
て
お
り
、
若

者
に
売
れ
る
雑
誌
が
お
い
て
あ
り
ま
す
。
そ
の
雑
誌

の
表
紙
に
載
っ
て
い
る
企
画
を
見
る
た
め
に
毎
日
毎

日
仕
事
の
帰
り
に
コ
ン
ビ
ニ
に
寄
っ
て
い
ま
す
。
毎

日
毎
日
通
っ
て
い
る
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
気
が
つ

き
ま
す
。
例
え
ば
昨
年
の
十
一
月
に
は
、
複
数
の
雑

誌
で
「
手
帳
活
用
術
」
が
特
集
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

年
末
に
近
づ
き
、
そ
ろ
そ
ろ
手
帳
を
買
い
換
え
る
時

期
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
読
者
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
あ
わ
せ
た
魅
力
的
な
枕
詞
と
と
も
に
、
そ
の
表

紙
を
飾
っ
て
い
ま
し
た
。
複
数
の
雑
誌
が
取
り
上
げ

て
い
る
企
画
と
い
う
こ
と
は
、
確
実
に
ニ
ー
ズ
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。「
手
帳
活
用
術
」
の
企
画
お
よ

び
十
一
月
と
い
う
時
期
を
し
っ
か
り
頭
に
叩
き
込
ん

で
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
コ
ン
ビ
ニ
を
出
て
か
ら
す
ぐ
に

手
帳
に
書
き
込
み
ま
す
。
い
つ
か
「
手
帳
活
用
術
」

と
い
う
切
り
口
で
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
関

す
る
企
画
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
つ
つ
、

現
在
そ
の
企
画
を
あ
た
た
め
て
い
る
段
階
で
す
。

ま
た
雑
誌
の
表
紙
を
眺
め
て
い
る
と
、
カ
タ
カ
ナ

が
多
い
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
す
。
コ
コ
ロ
、
カ
ラ
ダ
、

キ
モ
チ
、
カ
タ
チ
、
キ
レ
イ
な
ど
。
最
近
は
携
帯
電

話
も
「
ケ
ー
タ
イ
」
と
カ
タ
カ
ナ
で
表
示
さ
れ
て
い

る
ほ
ど
で
す
。
若
者
が
読
む
雑
誌
に
カ
タ
カ
ナ
が
多

い
と
い
う
こ
と
は
、
日
頃
か
ら
カ
タ
カ
ナ
の
ほ
う
が

見
慣
れ
て
い
る
の
だ
な
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
そ
こ
に
気
が
つ
け
ば
、
若
い
人
向
け
の
講
座
の

タ
イ
ト
ル
に
カ
タ
カ
ナ
を
使
お
う
と
思
う
わ
け
で
す
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
ニ
ー
ズ
を
つ
か
む

前
述
し
た
よ
う
に
ニ
ー
ズ
が
な
け
れ
ば
人
は
集
ま

り
ま
せ
ん
。
人
が
集
ま
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
テ
ー
マ

を
変
更
す
る
こ
と
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
そ

の
講
座
の
目
的
が
何
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
し
っ

か
り
抑
え
た
上
で
、
目
的
が
ぶ
れ
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
と

い
っ
て
も
そ
の
こ
と
自
体
に
興
味
が
あ
る
人
は
少
な

い
と
思
い
ま
す
。
現
に
過
去
「
男
女
共
同
参
画
セ
ミ

ナ
ー
」
や
「
男
性
の
家
庭
参
画
セ
ミ
ナ
ー
」
と
い
う

目
的
を
前
面
に
出
し
た
タ
イ
ト
ル
で
人
集
め
に
と
て

も
苦
労
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
確
か
に
「
エ
セ
ナ

お
お
た
」
と
い
う
セ
ン
タ
ー
は
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
目
的
と
し
た
「
目
的
館
」
で
す
が
、
目
的

そ
の
も
の
に
興
味
の
あ
る
人
が
少
な
け
れ
ば
、
目
的

を
前
面
に
出
し
た
と
こ
ろ
で
受
講
者
は
集
ま
ら
ず
、

そ
の
結
果
目
的
が
達
成
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
よ
う
に
意
識
改
革
を
目
的
と
し
た
団
体

は
、
世
間
一
般
の
方
と
は
考
え
方
に
か
な
り
の
乖
離

が
あ
り
ま
す
。
私
の
言
葉
で
い
う
と
「
突
き
抜
け
て

い
る
人
」
が
非
常
に
多
い
で
す
。「
正
し
い
」
こ
と

を
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
目
的
を
出

し
て
し
ま
う
癖
が
あ
り
ま
す
。
い
く
ら
「
正
し
い
」
こ

と
で
あ
っ
て
も
多
く
の
人
が
そ
の
テ
ー
マ
に
興
味
が

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
正
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
。
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
直
球
勝
負

だ
け
で
は
な
く
変
化
球
を
投
げ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

企
画
に
客
観
性
を

以
前
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
マ
エ
キ
タ
ミ
ヤ
コ
さ
ん

の
講
演
で
聞
い
た
話
で
す
。
不
特
定
多
数
に
思
い
を

伝
え
る
た
め
に
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
は
、「
客
観

性
」
で
あ
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
マ
エ
キ

タ
さ
ん
が
自
分
自
身
に
い
つ
も
言
い
聞
か
せ
て
い
る

言
葉
は
、「
私
の
考
え
は
と
て
も
偏
見
に
満
ち
て
い

る
」
だ
そ
う
で
す
。
講
座
の
企
画
も
ま
っ
た
く
同
じ

で
す
。
不
特
定
多
数
が
ど
う
い
う
こ
と
に
興
味
が
あ

る
の
か
を
把
握
し
な
が
ら
、
客
観
性
を
も
っ
て
企
画

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
客
観
性
を
も
つ
た
め
に
は

年
齢
、
性
別
、
仕
事
な
ど
が
異
な
る
人
々
と
話
を
す

る
機
会
を
自
ら
が
進
ん
で
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
つ
ね
に
同
じ
仲
間
だ
け
と
話
を
し
て
い
て

も
発
展
性
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ま
し
て
や
客
観
性
な

ど
身
に
つ
く
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。

次
回
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
響
く
タ
イ
ト
ル
の
つ
け

方
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

研修会での著者



平成18年12月22日、新しい教育基本法が

公布、施行されました。教育の憲法とも言

われてきた旧教育基本法はなぜ変えられる

必要があったのか、そして、今後新しい教

育基本法の下で教育現場はどう変わってい

くのでしょうか。

施策紹介

教育基本法
「
教
育
の
目
標
」（
第
二
条
）
の
一
つ
に
「
伝
統
と

文
化
を
尊
重
し
、
そ
れ
ら
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
わ
が

国
と
郷
土
を
愛
す
る
（
中
略
）
態
度
を
養
う
」
こ
と

が
掲
げ
ら
れ
、
改
正
の
是
非
を
問
う
論
議
の
最
大
の

争
点
と
な
り
ま
し
た
。
政
府
は
国
会
審
議
の
中
で
、

「
国
や
郷
土
を
愛
す
る
の
は
心
の
問
題
で
あ
り
、
国

を
愛
す
る
態
度
を
評
価
す
る
は
お
か
し
い
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、「
国
を
愛
す
る
心
情

を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
評
価
す
べ
き
で
な
い

が
、
学
習
内
容
に
対
す
る
関
心
、
意
欲
、
態
度
に
つ

い
て
は
総
合
的
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
答
弁
を

し
て
い
ま
す
。

③
義
務
教
育
の
年
限
が
消
え
た
こ
と

旧
法
で
は
義
務
教
育
の
年
限
は
「
九
年
」
と
明
記

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
法
で
は
「
別
に
法
律
で
定

め
る
」
と
さ
れ
ま
し
た
。
旧
法
制
定
時
に
は
、
義
務

教
育
の
年
限
を
そ
れ
ま
で
の
六
年
か
ら
九
年
に
延
長

す
る
こ
と
が
重
要
な
使
命
で
し
た
が
、
そ
の
後
の
社

会
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
る
と
、
就
学
時
期
を
早
め

た
り
、
修
学
年
限
を
延
ば
す
こ
と
も
検
討
す
べ
き
で

あ
り
、
時
代
の
要
請
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
す
る
た

め
に
年
限
が
規
定
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
今
後
学
校
教
育
法
の
改
正
に
よ
っ
て
義
務

教
育
年
限
が
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
出
て
き
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

④
「
教
育
は
、
不
当
な
支
配
に
服
す
る
こ
と
な
く
、こ

の
法
律
及
び
他
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

お
こ
な
わ
れ
る
べ
き
も
の
」
と
規
定
さ
れ
た
こ
と

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
教
育
基
本
法
は
戦
後
五

〇
年
以
上
手
を
つ
け
ら
れ
ず
に
き
ま
し
た
が
、
平
成

十
二
年
の
教
育
改
革
国
民
会
議
の
報
告
を
皮
切
り
に

政
府
・
与
党
に
お
い
て
改
正
論
議
が
な
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
公
明
党
は
当
初
「
愛
国
心
」
に
つ

い
慎
重
姿
勢
を
示
し
て
い
ま
し
た
が
、
直
接
的
な
表

現
を
避
け
る
こ
と
で
与
党
内
の
合
意
が
な
さ
れ
、
平

成
一
八
年
四
月
、
小
泉
内
閣
に
よ
っ
て
新
法
案
が
通

常
国
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
改
正
の
理
由
に
つ
い

て
、
小
泉
前
総
理
は
「
科
学
技
術
の
進
歩
や
少
子
高

齢
化
な
ど
、
教
育
を
め
ぐ
る
状
況
が
大
き
く
変
化
す

る
中
で
、
道
徳
心
や
自
立
心
、
公
共
の
精
神
、
国
際

社
会
の
平
和
と
発
展
へ
の
寄
与
な
ど
に
つ
い
て
、
今

後
、
教
育
に
お
い
て
よ
り
一
層
重
視
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
」
と
し
、
こ
の
た
め
、
新
し
い
時
代

の
教
育
理
念
を
明
確
に
し
、
教
育
改
革
を
進
め
た
い
、

と
述
べ
て
い
ま
す
。

法
案
は
、
教
育
改
革
を
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け

る
安
倍
内
閣
に
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
、
同
年
秋
の

臨
時
国
会
で
成
立
し
ま
し
た
。
そ
の
過
程
に
お
い
て

は
、
教
育
改
革
に
関
す
る
政
府
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
職
員
が
参
加
者
を
狩
り
集
め
、
教
育
基
本
法

改
正
に
賛
成
の
意
見
を
述
べ
る
よ
う
依
頼
し
た
と
い

う
問
題
が
発
覚
し
た
ほ
か
、
各
地
で
い
じ
め
に
よ
る

小
中
学
生
の
自
殺
や
必
修
単
位
未
履
修
高
校
が
相
次

い
だ
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
議
論
が
集
中
し
、

肝
心
の
法
案
の
内
容
に
つ
い
て
は
十
分
な
議
論
が
行

わ
れ
な
か
っ
た
と
の
批
判
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

新
し
い
教
育
基
本
法
は
、
旧
法
を
全
面
的
に
改
め

る
形
式
を
と
り
、
旧
法
の
十
一
条
か
ら
一
八
条
に
膨

ら
ん
で
い
ま
す
が
、
全
体
の
構
成
は
旧
法
を
ベ
ー
ス

に
し
て
い
ま
す
。
注
目
す
べ
き
点
を
い
く
つ
か
取
り

上
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
「
公
共
の
精
神
」
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と

改
正
法
の
前
文
に
、
旧
法
に
も
書
か
れ
て
い
た

「
個
人
の
尊
厳
」
と
併
せ
て
、
旧
法
に
は
な
か
っ
た

「
公
共
の
精
神
を
尊
ぶ
」
人
間
の
育
成
が
謳
わ
れ
、

ま
た
、
第
二
条
の
「
教
育
の
目
標
」
に
も
「
公
共
の

精
神
に
基
づ
き
、
主
体
的
に
社
会
の
形
成
に
参
画
し
、

そ
の
発
展
に
寄
与
す
る
態
度
を
養
う
こ
と
」
が
掲
げ

ら
れ
ま
し
た
。

政
府
は
国
会
審
議
の
中
で
、
個
人
の
尊
厳
と
は

「
す
べ
て
の
個
人
が
他
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
の
で

き
な
い
人
間
と
し
て
有
す
る
不
可
侵
の
人
格
」
で
あ

り
、
公
共
の
精
神
と
は
、「
国
や
社
会
の
問
題
を
自

分
自
身
の
問
題
と
し
て
考
え
、
そ
の
た
め
に
積
極
的

に
行
動
す
る
精
神
」
で
あ
る
と
説
明
し
、「
個
人
の

尊
厳
は
個
人
個
人
が
な
に
を
や
っ
て
も
い
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
個
人
の
尊
厳
が
重
ん
じ
ら
れ
る
社

会
を
構
築
し
て
い
く
と
い
う
責
任
を
皆
が
負
っ
て
こ

そ
は
じ
め
て
実
現
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
両
者
は
当

然
並
び
立
つ
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

②
「
国
を
愛
す
る
態
度
」
が
教
育
目
標
の
一
つ
と
な

っ
た
こ
と

教
育
基
本
法
改
正
の
経
緯

現
在
、「
基
本
法
」
と
名
の
つ
く
法
律
は
、
お
よ

そ
三
〇
本
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
あ
る
特
定
の
分

野
に
つ
い
て
の
国
政
の
基
本
的
な
方
向
性
を
定
め
る

も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
沿
う
よ
う
に
他
の
法
律
の
整

備
や
行
政
の
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
な
か
で
も
、
旧
教
育
基
本
法
は
、
憲
法
の
定

め
る
国
民
の
教
育
を
受
け
る
権
利
、
す
な
わ
ち
義
務

教
育
に
関
わ
る
法
律
で
あ
り
、
ま
た
、
戦
後
占
領
下

に
お
け
る
民
主
化
の
一
環
と
し
て
憲
法
と
と
も
に
制

定
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
か
ら
も
、
憲
法
と
は
密
接
不

可
分
の
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

旧
法
（
第
一
〇
条
）
は
、
教
育
の
中
立
性
、
不
偏

不
党
性
を
確
保
す
る
た
め
、「
教
育
は
、
不
当
な
支

配
に
服
す
る
こ
と
な
く
、
国
民
全
体
に
対
し
直
接
に

責
任
を
負
っ
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
」
と
規
定
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
条
項
に
つ
い
て
は
、
教
育
行
政
機

関
が
教
育
内
容
や
方
法
に
関
与
す
る
の
は
「
不
当
な

支
配
」
に
な
る
の
か
ど
う
か
を
巡
る
論
争
が
あ
り
ま

し
た
。
今
回
の
改
正
に
つ
い
て
政
府
は
、
昭
和
五
一

年
の
最
高
裁
判
決
が
、「
不
当
な
支
配
は
そ
の
主
体

の
如
何
を
問
わ
な
い
が
、
法
律
の
命
ず
る
と
こ
ろ
を

そ
の
ま
ま
執
行
す
る
教
育
行
政
機
関
の
行
為
は
不
当

な
支
配
に
は
な
ら
な
い
」
と
判
示
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
た
も
の
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

⑤
教
育
振
興
基
本
計
画
が
導
入
さ
れ
た
こ
と

旧
法
は
、
憲
法
と
一
体
と
な
っ
て
教
育
の
理
念
を

謳
う
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
法
律
で
し
た
が
、
新
法
は

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
最
近
の
多
く
の
基
本
法
と
同
じ

よ
う
に
、
総
合
的
・
計
画
的
に
施
策
を
推
進
し
て
い

く
た
め
の
枠
組
み
と
し
て
基
本
計
画
を
定
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
基
本
計
画
の
策
定
を
提
唱
し
た
平

成
一
五
年
の
中
央
教
育
審
議
会
答
申
に
よ
る
と
、
計

画
期
間
は
お
お
む
ね
五
年
間
で
、
国
民
に
分
か
り
や

す
い
具
体
的
な
政
策
目
標
・
施
策
目
標
を
明
記
す
る

も
の
と
し
て
お
り
、
現
在
同
審
議
会
の
教
育
振
興
計

画
特
別
部
会
で
検
討
中
で
す
。

教
育
基
本
法
と
政
治
教
育

上
記
の
ほ
か
、
大
学
、
私
立
学
校
、
家
庭
教
育
、

幼
児
期
の
教
育
な
ど
に
関
す
る
規
定
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
ら
旧
法
か
ら
大
き
く
変
わ
っ
た
点
が
あ
る
一

方
で
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
部
分
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
ひ
と
つ
が
「
政
治
教
育
」
に
関
す
る
規
定

で
す
。
政
治
教
育
に
つ
い
て
定
め
る
第
一
四
条
は
、

ま
ず
一
項
で
「
良
識
あ
る
公
民
と
し
て
必
要
な
政
治

的
教
養
は
、
教
育
上
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
し
、
二
項
で
「
法
律
に
定
め
る
学
校
は
、

特
定
の
政
党
を
支
持
し
、
又
は
こ
れ
に
反
対
す
る
た

め
の
政
治
教
育
そ
の
他
政
治
的
活
動
を
し
て
は
な
ら

な
い
。」
と
し
て
い
ま
す
。

わ
が
国
で
は
、「
政
治
教
育
」
と
い
う
と
一
般
に

二
項
に
い
う
政
治
的
偏
向
教
育
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

た
め
、
こ
れ
ま
で
や
や
も
す
る
と
政
治
的
教
養
を
育

む
た
め
の
政
治
教
育
―
む
し
ろ
公
民
教
育
、
市
民
性

教
育
と
言
っ
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
―
ま
で

敬
遠
さ
れ
て
き
た
き
ら
い
が
あ
り
ま
す
。
政
治
教
育

は
、
単
に
公
民
の
授
業
を
受
け
、
国
や
地
方
自
治
体

の
制
度
の
仕
組
み
を
知
識
で
知
る
だ
け
で
は
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
重
要
視
す
る

国
々
で
は
、
義
務
教
育
の
過
程
で
、
子
ど
も
が
自
分

自
身
の
将
来
の
参
政
権
の
行
使
と
結
び
つ
く
よ
う
に

政
治
へ
の
理
解
と
関
心
を
育
て
る
こ
と
を
促
す
よ
う

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。
我
が
国
に

お
い
て
も
、
本
気
で
「
国
家
及
び
社
会
の
形
成
者
と

し
て
必
要
と
さ
れ
る
基
本
的
な
資
質
を
養
う
こ
と
」

を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
政
治
教
育
の
充
実
は
急
務

で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
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西武文理大学で比較教育学を専攻する新井浅浩教授にご紹介

いただきます。イギリスでの積極的な取り組みは日本にも影

響を与えそうです。

編　　集　　後　　記

協会からのお知らせ ■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

・講座、講演会などを開催する際に役立つ「行列のできる講座

のつくり方」を、6回の予定で連載します。公開講座に人を

集めることには皆さんご苦労されていると思いますが、主催

講座を次々とヒットさせている牟田静香さんに、そのテクニ

ックを伝授いただきます。

・マンガは、アメリカ大統領リンカーンの生涯を、6回の予定

で紹介します。リンカーンは奴隷解放の父として有名ですが、

本誌名言の舞台でも取り上げましたように、政治・選挙に関

する名言を数多く残しています。

●次号は、特集テーマを「参議院議員選挙」とし、6月30日

発行の予定です。
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明るい選挙啓発ポスター作品募集

小中高校生を応募資格者とする明るい選挙啓発ポスター作品募集事業は、これまで都道府県選挙管理委

員会連合会を中心に、全国の都道府県選挙管理委員会および市区町村選挙管理委員会が共催者となり、文

部科学省、総務省、全国の教育委員会及び当協会の後援のもと実施されてきましたが、今年度から、当協

会も主催者として取り組むことになりました。

今回が第59回目となる歴史ある事業で、昨年度は全国で約8500校、約12万6千人が参加しました。将来

の有権者に選挙、政治に関心を持ってもらうきっかけとなる、有意義な啓発手法だと考えます。ご兄弟、

お子さん、お孫さん方の応募にご協力下さい。

明るい選挙推進優良活動表彰

昨年度に引き続き、明るい選挙の推進に取り組む活動で、他の模範とするにふさわしい活動を「優良活

動表彰」として表彰します。

表彰対象となる団体には、都道府県、指定都市および市区町村の明るい選挙推進協議会、白バラ会なら

びにそれらの内部組織または関連組織のほか、自治会、婦人会、NPO法人、その他の団体ならびにそれ

らの内部組織または関連組織で明るい選挙の推進に取り組んでいるものが含まれます。

受賞団体は10件程度とし、奨励金各20万円を贈呈します。振るっての応募をお待ちしております。

明るい参議院議員選挙推進大会開催

この夏に予定される第21回参議院議員通常選挙に向けて、全国で明るい選挙推進運動に取り組んでいる

推進委員等が相呼応して、明るい参議院議員選挙推進の気運の醸成を図ることを目的に、全国大会を6月

12日に東京千駄ヶ谷の津田ホールで開催します。

参加者は、①都道府県・指定都市の明るい選挙推進協議会会長、委員、②市区町村の明るい選挙推進協

議会会長、委員、推進員、③都道府県・指定都市および市区町村の選挙管理委員会啓発事務担当者など、

約400人を予定しています。

当日は総務大臣から励ましの言葉をいただくとともに、小林良彰慶応義塾大学教授の講演「日本の課題

と参議院」、日本青年会議所による投票率向上の取り組み事例の発表、福井県明るい選挙推進協議会およ

び広島市の若者啓発グループの活動報告などを予定しております。


